
皇
極
朝
の
阿
倍
氏
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乙
巳
の
変
の
歴
史
的
前
提

笹

」

尚

己糸

【
要
約
】
　
小
孜
は
、
乙
巳
の
変
に
至
る
政
治
過
程
を
、
陶
倍
氏
の
動
向
を
通
じ
て
究
明
し
た
も
の
で
あ
る
。

　
第
一
章
で
は
、
『
臼
本
書
紀
喚
と
『
重
氏
家
伝
』
上
に
お
け
る
乙
巳
の
変
に
至
る
事
実
経
過
の
差
異
に
つ
い
て
検
討
し
た
。
中
臣
鎌
足
の
摂
津
三
島
退

去
、
軽
・
中
大
兄
へ
の
接
近
は
、
上
郷
王
家
滅
亡
事
件
以
前
の
皇
極
朝
初
頭
に
求
め
る
『
藤
氏
家
伝
』
上
の
記
載
を
支
持
す
べ
き
こ
と
、
噌
日
本
書
紀
曝

の
記
載
は
、
そ
の
編
纂
者
に
よ
る
並
べ
替
え
の
所
産
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
た
。

　
第
一
一
章
で
は
、
『
日
本
書
紀
臨
皇
極
三
年
正
月
乙
亥
朔
条
お
よ
び
『
藤
氏
家
難
曲
上
に
み
え
る
軽
皇
子
の
宮
の
所
在
地
に
関
し
考
察
を
加
え
た
。
中
臣

鎌
足
の
別
業
と
同
じ
く
三
島
に
所
在
し
、
そ
の
設
置
は
姻
戚
氏
族
で
あ
っ
た
阿
倍
氏
が
所
領
を
提
供
し
た
こ
と
に
由
来
す
る
と
推
察
さ
れ
る
。
こ
れ
に
よ

り
、
軽
皇
子
と
姻
戚
氏
族
で
あ
る
阿
倍
氏
が
強
圏
に
結
び
付
い
て
い
た
こ
と
を
改
め
て
確
認
し
得
た
。

　
第
三
章
で
は
、
大
化
の
左
大
臣
で
阿
倍
氏
の
族
長
的
地
位
に
あ
っ
た
麻
呂
の
動
静
に
焦
点
を
絞
り
論
及
を
試
み
た
。
『
日
本
書
紀
』
推
古
三
二
年
一
〇

月
綿
業
転
載
お
よ
び
紆
明
即
位
前
紀
か
ら
、
阿
倍
内
麻
呂
は
蘇
我
氏
本
宗
家
と
近
し
い
間
柄
に
あ
っ
た
こ
と
が
わ
か
る
が
、
前
章
ま
で
の
成
果
を
踏
ま
え

る
に
、
中
臣
鎌
足
が
軽
皇
子
に
近
付
い
た
皇
極
朝
初
頭
段
階
に
は
そ
の
関
係
は
破
綻
を
来
し
て
い
た
と
捉
え
て
よ
い
。
だ
か
ら
こ
そ
、
阿
倍
氏
と
密
接
に

繋
が
っ
て
い
た
軽
皇
子
に
中
臣
鎌
足
は
接
近
し
た
の
で
あ
る
。

　
箭
明
即
位
前
群
か
ら
、
阿
倍
内
麻
呂
は
大
夫
の
な
か
で
も
有
力
者
で
あ
っ
た
こ
と
が
窺
え
る
。
か
か
る
人
物
が
反
蘇
我
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
て
い
た
と

目
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
少
な
く
と
も
皇
極
地
の
初
頭
段
階
で
は
、
蘇
我
氏
本
宗
家
の
政
治
的
孤
立
が
進
ん
で
い
た
と
想
定
し
得
る
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
史
林
八
七
巻
【
号
二
〇
〇
四
年
【
月
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は
　
じ
　
め
　
に

　
電
撃
の
変
に
至
る
政
治
過
程
、
な
ら
び
に
「
大
化
改
新
」
と
称
さ
れ
る
孝
徳
朝
の
政
治
改
革
に
関
し
て
は
、
注
目
す
べ
き
研
究
が
数
多
く
蓄

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

積
さ
れ
て
い
る
。
こ
れ
ら
に
よ
り
、
『
日
本
書
紀
』
（
以
下
、
『
紀
』
と
略
）
の
七
世
紀
の
記
述
に
も
、
少
な
か
ら
ぬ
虚
偽
の
内
容
が
含
ま
れ
て
い

る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
本
稿
の
検
討
対
象
と
な
る
濫
悪
の
変
ま
で
の
経
緯
に
つ
い
て
は
、
か
か
る
成
果
の
上
に
立
っ
て
、
軽
皇
子
（
孝

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

徳
）
あ
る
い
は
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
主
導
的
役
割
を
強
調
す
る
見
解
が
最
近
呈
さ
れ
て
い
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
説
得
力
に
欠
け
る
部
分

が
多
く
、
研
究
者
の
共
同
認
識
ま
で
に
は
至
っ
て
い
な
い
。
結
局
の
と
こ
ろ
、
皇
極
朝
に
お
け
る
蘇
我
蝦
夷
・
入
鹿
の
専
権
を
打
破
す
べ
く
中

臣
鎌
足
・
中
大
兄
皇
子
ら
が
蹴
起
し
た
と
す
る
『
紀
』
の
叙
述
の
大
枠
を
踏
襲
す
る
の
が
通
説
的
な
理
解
と
な
る
。
『
紀
』
の
史
料
批
判
を
出

発
点
と
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
同
時
代
の
政
治
史
的
考
察
の
難
し
さ
を
痛
感
す
る
が
、
こ
の
研
究
状
況
を
克
服
す
る
た
め
に
は
、
基
礎
的
な
事

実
を
確
定
し
て
い
く
緻
密
な
作
業
が
不
可
避
と
な
ろ
う
。

　
思
し
い
先
行
研
究
を
検
す
る
に
、
大
夫
（
マ
ヘ
ツ
キ
ミ
）
層
の
政
治
的
動
向
が
あ
ま
り
論
じ
ら
れ
な
い
傾
向
が
強
い
。
そ
れ
は
史
料
の
僅
少

さ
も
さ
る
こ
と
な
が
ら
、
皇
献
眼
が
語
る
蘇
我
氏
本
宗
家
の
専
権
は
、
『
紀
』
編
者
に
よ
り
文
飾
が
行
わ
れ
た
に
し
ろ
、
あ
る
程
度
史
実
と
し

て
諒
解
し
得
る
と
い
う
認
識
に
因
む
と
推
量
さ
れ
る
。
し
か
る
に
、
大
夫
は
国
家
的
な
政
策
の
決
定
に
携
わ
っ
た
政
治
的
な
特
権
集
団
な
の
で

あ
り
、
そ
れ
を
構
成
す
る
氏
族
の
動
向
、
具
体
的
に
は
蘇
我
氏
本
宗
家
と
の
関
係
を
析
出
す
る
こ
と
は
、
乙
巳
の
変
の
原
因
を
究
明
す
る
上
で

非
常
に
重
要
に
な
る
と
考
え
ら
れ
る
の
で
あ
る
。

　
如
上
の
よ
う
な
こ
と
を
念
頭
に
置
き
、
本
稿
で
は
ま
ず
、
『
紀
』
お
よ
び
『
藤
氏
家
伝
』
上
（
以
下
．
蒙
伝
隠
と
恥
）
を
比
較
分
析
す
る
こ
と

で
、
中
臣
鎌
足
に
よ
る
乙
巳
の
変
断
行
に
向
け
た
諸
活
動
を
時
間
的
に
正
し
く
位
置
づ
け
す
る
。
そ
の
上
で
、
大
夫
を
構
成
し
た
阿
倍
氏
の
族

長
た
る
大
化
の
左
大
臣
・
麻
呂
の
動
向
に
焦
点
を
据
え
、
欝
欝
の
変
に
至
る
複
雑
な
政
治
状
況
の
変
遷
を
復
元
し
て
い
く
。

　
こ
こ
で
、
阿
倍
氏
に
つ
い
て
の
先
行
研
究
を
概
観
す
る
が
、
『
紀
』
や
『
古
事
記
』
に
同
氏
に
関
す
る
史
料
が
そ
れ
程
載
録
さ
れ
て
い
な
い
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④

こ
と
か
ら
、
大
化
前
代
を
対
象
と
す
る
専
論
は
極
め
て
乏
し
い
。
む
し
ろ
、
大
嘗
祭
に
お
け
る
職
務
が
『
延
喜
式
』
や
『
北
山
抄
』
と
い
っ
た

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

儀
式
書
面
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
儀
礼
的
な
側
面
か
ら
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
主
流
を
占
め
る
感
が
強
い
。
か
く
し
て
、
大
化
以
前
の
阿
倍
氏

の
政
治
的
動
向
を
辿
る
に
は
必
ず
し
も
恵
ま
れ
た
状
況
と
は
言
い
難
い
が
、
筆
者
は
今
ま
で
余
り
注
目
さ
れ
て
こ
な
か
っ
た
同
氏
の
拠
点
を
考

証
の
手
掛
か
り
と
し
、
新
た
な
所
説
の
提
示
に
努
め
て
い
く
所
存
で
あ
る
。

　
か
つ
て
岸
俊
男
は
、
奈
良
県
高
市
郡
明
日
香
村
阿
部
山
に
所
在
す
る
古
墳
時
代
終
末
期
の
キ
ト
ラ
古
墳
の
被
葬
者
に
つ
い
て
、
平
安
中
期
に

　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

遡
る
地
名
・
阿
部
山
に
着
目
し
以
下
の
よ
う
に
述
べ
た
。
「
ア
ベ
山
」
と
い
う
小
字
名
は
大
和
国
内
で
は
他
に
桜
井
市
に
二
例
し
か
見
出
せ
な

い
が
、
そ
れ
ら
は
そ
の
付
近
を
本
拠
と
し
た
阿
倍
氏
に
由
来
す
る
。
よ
っ
て
、
明
日
香
村
の
阿
部
山
も
阿
倍
氏
と
関
係
が
あ
っ
た
箇
所
と
判
断

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

で
き
、
畢
寛
、
阿
倍
朝
臣
御
主
人
が
そ
の
被
葬
者
と
し
て
推
測
さ
れ
る
と
。
も
と
よ
り
、
本
稿
は
キ
ト
ラ
古
墳
の
被
葬
者
を
論
じ
る
も
の
で
は

な
い
が
、
か
よ
う
な
手
法
が
筆
者
の
発
想
の
扉
を
開
く
鍵
と
な
っ
た
こ
と
を
予
め
明
記
し
て
お
き
た
い
。

①
噸
日
本
書
紀
嚇
は
魑
新
訂
増
補
国
史
大
系
幅
に
よ
る
。
以
下
、
出
典
を
記
さ
な

　
い
も
の
は
全
て
こ
れ
に
基
づ
く
。

②
遠
山
美
都
男
「
「
乙
巳
の
変
」
の
再
構
成
一
大
化
改
新
の
新
研
究
序
説
偏
『
古

　
代
王
権
と
大
化
改
新
　
律
令
制
国
家
成
立
前
史
撫
、
雄
山
閣
出
版
、
｝
九
九
九
年
、

　
初
出
一
九
八
九
年
。
篠
川
賢
「
乙
巴
の
変
と
蘇
我
再
訂
田
石
川
麻
呂
」
「
乙
巳
の

　
変
と
「
大
化
」
の
新
政
権
」
四
日
本
古
代
の
王
権
と
王
統
』
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇

　
〇
一
年
、
初
出
一
九
八
三
・
九
二
年
σ

③
『
藤
氏
家
伝
隔
は
、
沖
森
卓
也
他
著
糊
塗
氏
家
伝
鎌
足
・
貞
慧
・
武
智
麻
呂

　
伝
　
注
釈
と
解
釈
螂
（
吉
規
弘
文
館
、
一
九
九
九
年
）
に
よ
る
。

④
大
塚
徳
郎
「
阿
倍
氏
に
つ
い
て
（
上
）
・
（
下
と
『
二
日
本
紀
研
究
輪
三
一
一

　
〇
・
一
一
、
～
九
五
六
年
、
志
田
諄
一
「
阿
倍
臣
」
糊
古
代
氏
族
の
性
格
と
伝
承
臨
、

　
雄
山
閣
由
山
版
、
　
一
九
七
一
加
十
、
初
出
｝
九
⊥
ハ
七
隔
牛
、
　
な
ど
。

⑤
阿
倍
氏
は
卯
の
日
に
門
侍
レ
半
文
武
官
分
野
以
上
簿
」
を
奏
上
し
（
『
延
喜
式
睡

　
践
酢
大
嘗
祭
・
油
以
下
条
、
『
続
日
本
紀
臨
宝
亀
二
年
＝
月
癸
卯
条
な
ど
）
、
午

　
の
日
に
吉
士
集
団
を
率
い
吉
志
舞
を
奏
す
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
（
噸
北
山
抄
』

　
巻
第
五
・
大
嘗
会
事
（
『
改
訂
増
補
故
実
叢
書
』
3
1
）
、
『
日
本
三
代
実
録
駄
貞
観

　
元
年
一
一
月
一
九
日
甲
午
条
な
ど
）
。

⑥
大
橋
信
弥
「
吉
志
舞
に
つ
い
て
」
『
日
本
古
代
の
王
権
と
氏
族
』
、
吉
川
弘
文
館
、

　
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
七
七
年
、
佐
藤
長
門
門
阿
武
氏
と
王
権
儀
礼
」
明
日
本

　
歴
史
』
五
四
〇
、
一
九
九
三
年
、
な
ど
。

⑦
延
久
二
（
一
〇
七
〇
）
年
九
月
二
〇
霞
「
興
福
寺
大
和
国
雑
役
陶
管
付
帳
」

　
（
『
平
安
遺
文
二
九
－
四
六
三
九
・
四
六
四
〇
号
）
に
「
安
部
山
庄
田
儲
口
町
八

　
段
」
と
み
え
る
。

⑧
岸
俊
男
「
古
墳
の
位
置
」
欄
季
刊
明
日
香
風
臨
一
〇
、
一
九
八
四
年
。
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第
【
章
　
中
臣
鎌
足
の
摂
津
三
島
退
去
の
時
期

　
周
知
の
こ
と
で
あ
る
が
、
乙
巳
の
変
に
至
る
ま
で
の
中
臣
鎌
足
の
動
向
は
、
『
紀
』
と
咽
家
伝
』
と
の
問
で
食
い
違
い
を
み
せ
て
い
る
。

『
紀
』
で
は
、
皇
極
二
年
＝
月
の
上
宮
王
家
滅
亡
事
件
の
後
、
皇
極
三
年
正
月
に
三
島
へ
龍
王
し
て
軽
皇
子
に
接
近
、
続
い
て
中
大
兄
皇
子

に
近
づ
き
、
彼
と
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
女
と
の
婚
姻
の
仲
介
を
行
っ
た
と
す
る
。
一
方
の
『
家
伝
』
は
、
箭
明
朝
初
頭
に
三
島
に
退
居
し
、

上
下
王
家
滅
亡
事
件
以
前
の
皇
難
事
初
頭
に
軽
・
中
大
兄
へ
の
接
近
が
な
さ
れ
、
そ
れ
以
後
に
中
大
兄
と
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
女
と
の
婚

姻
の
仲
立
ち
を
行
っ
た
と
語
っ
て
い
る
。
左
に
以
下
の
論
述
に
直
接
関
係
す
る
箇
所
を
抜
粋
す
る
。

　
四
史
料
①
】
『
紀
』
皇
極
三
年
正
月
乙
亥
朔
条

　
　
三
年
春
正
月
乙
亥
朔
、
以
二
士
臣
鎌
子
連
～
拝
二
神
祇
伯
の
再
三
固
辞
不
レ
就
。
称
レ
疾
退
居
二
三
嶋
4
子
時
軽
皇
子
苫
葺
不
レ
朝
。
中
臣
鎌
子

　
　
連
直
謝
睡
蓮
軽
皇
子
↓
蝋
型
二
相
宮
一
而
将
二
野
宿
那
覇
皇
子
深
識
二
中
礫
土
子
連
之
意
気
高
逸
、
容
止
難
フ
犯
、
乃
使
下
襲
妃
阿
倍
氏
、
浄
二
掃

　
　
別
殿
一
高
二
鋪
新
藤
晒
靡
も
不
二
無
給
ハ
敬
重
特
異
。
中
臣
鎌
子
連
便
感
レ
所
レ
遇
而
語
…
一
舎
人
一
日
、
殊
奉
二
恩
沢
ハ
過
二
前
所
望
殉
誰
能
不
レ
使

　
　
レ
王
二
天
下
一
耶
。
翻
軌
擁
Ψ
舎
人
便
以
レ
所
レ
語
陳
二
於
皇
子
↓
皇
子
大
悦
。

　
門
史
料
②
M
『
家
伝
』

　
　
及
二
丁
本
天
皇
御
宇
最
初
晶
以
二
良
家
子
い
簡
授
二
錦
冠
制
令
レ
嗣
二
融
業
幻
固
辞
不
レ
受
、
帰
二
去
三
嶋
可
融
業
↓
養
｝
素
量
園
丁
高
二
尚
其
事
ゆ

　
　
翼
下
唐
本
天
皇
崩
。
皇
后
即
レ
位
。
王
室
衰
微
、
政
不
レ
自
レ
君
。
大
臣
窃
慷
慨
之
。
干
時
、
軽
皇
子
、
患
レ
脚
不
レ
朝
。
大
臣
、
曽
善
二
於
軽

　
　
皇
子
遍
宿
悪
、
詣
二
彼
蜜
而
直
門
。
豊
麗
言
談
、
終
夜
忘
レ
疲
。
軽
皇
子
、
即
知
一
雄
略
宏
遠
、
智
計
過
フ
人
、
計
下
特
重
二
礼
遇
ハ
令
レ
得
中

　
　
其
交
加
専
使
二
寵
妃
、
朝
夕
侍
養
4
居
処
飲
食
、
甚
異
一
常
人
幻
大
臣
渇
感
二
恩
待
ハ
潜
告
二
所
レ
親
舎
人
」
日
、
雨
露
二
厚
恩
串
良
過
レ
所
レ
望
。

　
　
漫
歩
レ
令
三
汝
君
為
二
尊
皇
一
二
。
君
子
不
二
食
言
両
懸
見
二
其
行
↓
舎
人
伝
二
語
於
軽
士
子
ハ
皇
子
大
悦
。
然
、
皇
子
器
量
、
不
レ
足
三
二
謀
二
大

　
　
事
殉
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上
記
の
よ
う
な
差
異
に
関
し
、
従
来
は
『
紀
』
『
家
伝
』
の
い
ず
れ
か
～
方
を
是
と
し
て
論
を
組
み
立
て
る
こ
と
が
多
か
っ
た
と
い
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

と
こ
ろ
が
、
吉
川
敏
子
は
最
近
、
新
た
な
解
釈
を
公
表
し
た
。
ま
ず
吉
川
は
、
鎌
足
の
三
島
退
去
に
つ
い
て
、
『
紀
』
の
皇
極
三
年
・
『
家
伝
』

の
箭
明
朝
初
年
と
い
う
年
紀
は
種
々
の
点
で
不
自
然
さ
に
満
ち
て
い
る
と
す
る
。
そ
の
上
で
『
家
伝
』
の
「
蔭
口
岡
本
天
皇
御
宇
之
初
」
は
本
来
、

「
及
後
醐
本
天
皇
御
宇
之
初
」
か
「
後
樹
本
天
皇
御
宇
之
初
」
で
あ
っ
た
と
し
、
「
後
」
の
脱
落
な
い
し
は
「
及
」
を
「
後
」
の
誤
写
と
推
定
、

一
方
の
『
紀
』
の
皇
極
三
年
に
関
し
て
は
、
「
三
」
と
「
元
」
が
誤
写
さ
れ
易
い
こ
と
を
踏
ま
え
、
元
々
は
皇
極
元
年
で
あ
っ
た
の
だ
が
『
紀
』

編
者
が
誤
っ
て
皇
極
三
年
に
係
け
て
し
ま
っ
た
と
解
釈
し
た
。
要
す
る
に
、
吉
川
は
鎌
足
の
三
島
退
去
の
時
期
を
皇
極
元
年
に
求
め
て
い
る
の

　
②

だ
が
、
こ
の
解
釈
に
は
問
題
が
な
い
の
で
あ
ろ
う
か
。

　
そ
こ
で
、
吉
川
の
指
摘
を
や
や
詳
し
く
み
て
み
た
い
。
『
紀
』
お
よ
び
『
家
伝
』
の
年
紀
が
と
も
に
相
応
し
く
な
い
と
す
る
根
拠
は
、
以
下

の
四
点
に
あ
る
。
（
ア
）
鎌
足
は
井
田
元
年
の
時
点
で
は
一
六
歳
で
あ
り
、
そ
の
年
齢
で
「
嗣
一
宗
業
」
ほ
中
塩
鱒
全
体
を
統
率
し
王
権
に
仕

奉
ず
る
の
は
幼
き
に
過
ぎ
る
。
（
イ
）
『
家
伝
』
に
は
、
三
島
退
去
記
事
の
直
前
に
異
法
師
の
堂
で
鎌
足
ら
が
周
面
を
学
ん
だ
と
み
え
る
が
、
畏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

法
師
の
唐
か
ら
の
帰
国
は
好
明
四
年
の
こ
と
で
、
彼
か
ら
の
教
授
の
時
期
は
「
醐
本
天
皇
御
宇
層
々
」
と
は
言
い
難
い
。
こ
こ
に
『
家
伝
』
は

自
家
撞
着
を
露
呈
し
て
い
る
。
（
ウ
）
皇
極
三
年
置
中
大
兄
と
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
女
（
長
講
娘
）
と
の
問
に
婚
姻
関
係
が
結
ば
れ
た
と
す

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

る
と
、
両
者
の
第
二
子
と
な
る
持
統
の
生
年
を
大
化
元
（
皇
極
四
）
年
と
す
る
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
の
記
載
と
抵
触
す
る
。
ま
た
、
『
家
伝
』

に
は
「
及
二
七
三
春
忽
至
、
百
両
新
雪
こ
と
み
え
る
が
、
こ
れ
に
よ
れ
ば
両
者
の
婚
姻
は
皇
極
四
年
の
春
に
行
わ
れ
た
こ
と
に
な
る
。
よ
っ
て
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

持
統
の
そ
の
年
に
お
け
る
誕
生
は
絶
対
に
あ
り
得
な
い
。
（
エ
）
『
離
宮
聖
徳
太
子
伝
補
閾
記
』
に
は
蘇
我
入
鹿
と
共
に
軽
皇
子
が
山
背
大
兄
王

ら
を
襲
撃
し
た
と
あ
り
、
事
件
後
に
鎌
足
が
こ
の
よ
う
な
人
物
に
接
近
を
試
み
た
と
は
到
底
考
え
難
い
。

　
（
ア
）
（
イ
）
は
『
家
伝
師
、
（
ウ
）
（
エ
）
は
『
紀
』
の
年
紀
に
対
す
る
難
点
を
指
摘
し
た
も
の
で
あ
る
。
こ
の
う
ち
（
エ
）
は
的
確
な
見
解

と
考
え
る
が
、
そ
の
他
は
少
な
か
ら
ず
問
題
を
有
し
て
い
る
。

　
ま
ず
（
ア
）
で
あ
る
が
、
果
た
し
て
「
令
レ
嗣
二
聖
業
こ
と
い
う
記
載
を
史
実
と
し
て
把
握
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
【
史
料
①
】
に
み
え
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る
神
祇
伯
は
明
ら
か
に
後
世
の
追
筆
で
あ
る
が
、
そ
れ
を
踏
ま
え
『
家
伝
』
編
者
が
「
令
レ
嗣
篇
盛
業
こ
と
記
し
た
可
能
性
を
考
慮
し
な
け
れ

ば
な
る
ま
い
。
横
田
健
一
は
「
宗
信
認
と
い
う
表
記
に
と
ら
わ
れ
る
こ
と
な
く
、
単
に
神
祇
関
係
の
職
に
就
任
さ
せ
る
と
い
う
解
釈
を
示
唆
し

て
い
る
⑫
祖
先
顕
彰
の
た
め
こ
の
よ
う
な
事
実
に
改
変
の
手
が
聖
ら
れ
た
と
も
想
定
さ
れ
よ
先
な
お
・
華
注
意
す
べ
き
は
指
呼

紀
』
文
武
二
年
八
月
丙
午
条
「
詔
嗣
、
藤
原
朝
．
臣
所
レ
賜
之
姓
、
宜
レ
令
二
鼠
子
不
適
等
承
一
之
。
但
意
美
麻
呂
等
者
、
縁
レ
供
二
神
事
情
宜
レ
復
二
旧

姓
一
路
」
で
あ
る
。
こ
の
文
武
の
詔
に
よ
り
藤
原
朝
臣
の
姓
は
不
比
等
と
そ
の
子
孫
に
限
ら
れ
、
神
鳶
職
と
直
結
す
る
姓
で
あ
る
中
臣
朝
臣
と

は
峻
別
さ
れ
る
こ
と
と
な
る
。
『
家
伝
隠
は
不
比
等
の
孫
と
な
る
大
師
・
仲
麻
呂
が
著
し
た
も
の
だ
が
、
【
史
料
①
】
の
「
以
二
良
家
子
ハ
簡
授
二

金
冠
ハ
令
レ
棚
…
宗
業
の
固
辞
不
レ
受
」
と
い
う
文
は
、
先
の
詔
の
内
容
を
踏
ま
え
た
叙
述
と
も
目
さ
れ
、
造
作
を
視
野
に
入
れ
た
分
析
が
今
後

必
要
と
な
る
の
で
は
な
い
か
。

　
次
に
（
イ
）
で
あ
る
が
、
行
論
の
都
合
上
、
最
初
に
『
家
伝
』
の
関
係
部
分
を
摘
記
し
た
い
。

　
【
史
料
③
】

　
　
寵
幸
近
写
照
我
彫
心
、
威
二
福
自
己
議
権
勢
傾
レ
朝
。
咄
咤
指
鷹
、
無
二
不
レ
靡
者
幻
但
、
見
二
大
臣
【
自
粛
如
也
。
心
常
悟
之
。
嘗
群
公
子
、

　
　
成
集
一
干
異
法
師
斎
堂
ハ
読
二
周
易
焉
。
大
臣
後
至
、
按
作
起
立
、
杭
礼
倶
坐
。
講
詑
将
レ
散
、
畏
法
師
撃
目
零
　
。
装
甲
二
大
臣
｝
云
、
入

　
　
…
一
吾
堂
｝
者
、
無
レ
如
一
…
宗
我
太
郎
↓
但
、
公
神
識
奇
相
、
実
勝
二
此
人
⑩
紫
野
自
愛
。

　
右
は
【
史
料
②
一
の
直
前
に
位
置
す
る
説
話
で
あ
る
。
確
か
に
、
鎌
足
ら
が
畏
法
師
か
ら
周
易
の
講
義
を
受
け
た
の
は
鎌
明
四
年
以
降
で
し

か
あ
り
得
ず
、
編
年
体
に
反
す
る
こ
と
と
な
る
。
し
か
し
な
が
ら
、
門
史
料
③
】
ま
で
は
鎌
足
の
出
自
・
出
生
・
人
柄
な
ど
を
讃
辞
で
綴
っ
た

伝
記
の
導
入
部
と
し
て
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
あ
り
、
鎌
足
の
具
体
的
活
動
が
描
写
さ
れ
る
【
史
料
②
】
以
降
と
は
明
ら
か
に
性
質
が
異
な
っ

て
い
る
。
隻
法
師
は
鎌
足
に
「
輝
線
識
奇
相
、
実
勝
二
此
人
こ
と
語
っ
た
と
あ
る
が
、
こ
れ
は
鎌
足
の
精
神
・
見
識
お
よ
び
珍
し
く
優
れ
た
相

が
蘇
我
入
鹿
よ
り
も
遙
か
に
勝
っ
て
い
る
と
い
う
意
味
で
あ
り
、
乙
巳
年
の
ク
ー
デ
タ
ー
成
功
を
暗
示
す
る
記
述
と
解
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
編

年
体
を
崩
す
こ
と
と
な
る
が
、
【
史
料
③
】
は
乙
巳
の
変
に
向
け
た
積
極
的
活
動
が
展
開
さ
れ
る
門
史
料
②
】
以
前
に
配
置
さ
れ
る
の
が
最
も
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相
応
し
い
の
で
あ
る
。

　
ま
た
、
【
史
料
③
】
冒
頭
に
は
「
寵
幸
近
臣
宗
我
等
作
」
と
あ
る
が
、
入
歯
は
ど
の
天
皇
の
籠
臣
で
あ
っ
た
の
か
。
参
考
と
な
る
の
は
『
紀
』

皇
極
元
年
正
月
腰
物
条
「
皇
后
即
二
天
皇
位
司
以
二
蘇
我
臣
蝦
夷
｝
為
二
大
臣
↓
如
レ
故
。
大
臣
児
入
鹿
鞭
儲
。
自
爆
一
箪
政
粗
玉
勝
於
父
↓
由
レ
是

盗
賊
恐
摂
、
路
不
レ
拾
レ
遺
」
で
あ
る
。
『
紀
』
に
お
け
る
入
鹿
の
初
見
史
料
と
な
る
が
、
そ
の
内
容
は
門
史
料
③
】
蟹
頭
部
分
と
同
工
異
曲
と

し
て
よ
い
。
し
た
が
っ
て
、
入
鹿
は
皇
極
の
「
寵
幸
近
臣
」
だ
っ
た
こ
と
が
判
明
し
、
畢
寛
、
「
嘗
群
公
子
」
以
下
の
所
伝
は
、
皇
極
朝
よ
り

前
、
妥
法
師
が
唐
か
ら
帰
国
し
た
鍔
明
四
年
入
月
以
降
の
出
来
事
と
押
さ
え
得
る
。
感
ず
る
と
こ
ろ
、
曼
法
師
の
堂
に
お
け
る
説
話
は
「
寵
幸

近
臣
宗
我
指
話
、
威
二
福
自
己
ハ
権
勢
傾
レ
朝
。
評
注
指
鷹
、
無
二
不
レ
藤
野
↓
但
、
見
二
大
臣
｝
自
粛
如
也
。
健
常
性
之
」
と
一
連
の
も
の
な
の
で

あ
り
、
【
史
料
②
】
に
引
き
付
け
て
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
。
『
家
伝
』
は
決
し
て
自
己
矛
盾
を
露
わ
に
し
て
い
る
訳
で
は
な
い
の
で
あ
る
。

　
最
後
に
（
ウ
）
で
あ
る
が
、
そ
も
そ
も
『
本
朝
皇
胤
紹
運
録
』
の
信
葱
性
が
問
題
と
な
る
の
だ
が
、
そ
れ
を
度
外
視
し
て
も
従
う
こ
と
は
で

き
な
い
。
『
紀
隠
天
智
七
年
二
月
戊
寅
条
に
よ
っ
て
、
大
田
皇
女
が
長
女
、
持
統
が
次
女
で
あ
る
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
も
し
皇
極
三
年
春
に
中

大
兄
と
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
女
が
婚
姻
関
係
を
結
び
、
同
年
中
に
大
田
皇
女
を
儲
け
た
な
ら
、
持
統
の
翌
大
化
元
（
皇
極
四
）
年
生
誕
説

は
決
し
て
支
障
を
来
さ
な
い
。
さ
ら
に
付
言
す
れ
ば
、
『
家
伝
』
の
「
及
二
子
三
春
忽
至
、
百
両
新
迎
己
を
皇
極
四
年
の
春
に
婚
家
が
実
施
さ

れ
た
と
把
え
て
い
る
が
、
そ
れ
は
単
純
な
誤
解
で
あ
り
、
皇
極
三
年
の
春
が
正
し
い
。

　
如
上
の
論
及
に
よ
り
吉
川
説
の
問
題
点
が
浮
き
彫
り
に
な
っ
た
と
思
う
が
、
さ
ら
に
『
家
伝
撫
の
「
及
崩
本
天
皇
御
宇
直
情
」
を
「
及
後
山
岡

本
天
皇
御
宇
重
扇
」
な
い
し
「
後
端
本
天
皇
御
宇
之
初
」
で
あ
っ
た
と
推
測
す
る
点
、
『
紀
』
編
者
の
過
誤
に
よ
っ
て
皇
極
元
年
が
皇
極
三
年

に
な
っ
て
し
ま
っ
た
と
す
る
点
に
関
し
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

　
ま
ず
前
者
で
あ
る
が
、
門
史
料
②
】
に
「
俄
而
醐
本
天
型
崩
。
皇
后
即
レ
位
」
と
み
え
る
か
ら
に
は
、
そ
の
前
掲
箇
所
は
豊
明
御
宇
の
こ
と
を

物
語
っ
て
い
る
と
す
べ
き
で
あ
る
。
加
え
て
、
後
者
に
関
し
て
は
以
下
の
史
料
を
素
材
に
反
駁
し
て
い
く
。

　
門
史
料
④
】
『
紀
』
皇
極
四
年
六
月
戊
申
条
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中
大
過
量
下
面
麻
呂
等
畏
二
尉
鹿
威
面
当
旋
不
・
進
臼
、
挙
世
、
即
共
二
子
麻
呂
等
ハ
出
二
塁
不
意
ハ
以
レ
銃
傷
二
割
入
王
頭
肩
記
入
鹿
驚
起
。

　
　
子
麻
呂
運
レ
手
揮
レ
剣
、
傷
二
其
一
脚
幻
入
筆
転
二
就
御
座
ハ
叩
頭
日
、
当
レ
居
二
嗣
位
績
天
之
子
也
。
臣
不
レ
知
レ
罪
。
乞
垂
二
審
察
畷
天
皇
大

　
　
驚
、
詔
二
中
大
兄
一
日
、
不
レ
知
レ
所
レ
作
、
有
二
何
事
一
面
。
中
大
兄
伏
レ
議
奏
臼
、
鞍
作
尽
滅
二
天
宗
ハ
将
レ
傾
二
日
三
鼎
豊
以
二
天
孫
一
代
二
鞍
作

　
　
「
耶
。
難
鰍
鞭
似
暁
天
皇
即
起
入
二
於
殿
中
4
佐
伯
連
子
麻
呂
・
稚
犬
養
連
網
田
、
斬
二
入
隅
臣
⑩

　
乙
巳
の
変
断
行
の
様
子
が
克
明
に
描
写
さ
れ
て
い
る
が
、
中
大
兄
の
直
言
「
鞍
作
尽
滅
二
天
宗
一
将
レ
傾
二
日
位
の
量
以
二
天
孫
｝
代
二
鞍
作
一
耶
」

は
、
蘇
我
入
鹿
暗
殺
と
い
う
ク
ー
デ
タ
ー
挙
行
の
第
一
義
的
要
因
を
端
的
に
示
し
て
い
る
。
『
家
伝
』
で
は
「
中
大
兄
伏
レ
地
奏
日
、
鞍
作
尽

滅
主
宗
ハ
将
レ
傾
二
天
位
④
量
以
二
帝
子
ハ
代
二
鞍
作
｝
乎
」
と
あ
り
、
若
干
の
聖
句
の
相
違
が
み
ら
れ
る
が
、
『
紀
』
と
内
容
は
合
致
し
て
い
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

『
書
紀
集
解
』
は
「
天
龍
」
に
つ
い
て
「
按
謂
二
天
子
宗
室
｝
也
。
指
手
山
背
ノ
章
章
一
也
」
と
い
う
注
釈
を
施
す
が
、
同
様
の
解
釈
は
す
で
に

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

『
扶
桑
略
記
撫
皇
極
四
年
六
月
条
に
み
え
て
い
る
。
「
盤
滅
二
天
（
王
）
宗
」
と
あ
る
か
ら
に
は
、
王
族
全
体
を
潰
滅
さ
せ
入
籍
自
ら
が
騰
極

し
ょ
う
と
す
る
意
に
捉
え
る
べ
き
だ
が
、
そ
れ
は
誇
張
さ
れ
た
表
現
に
過
ぎ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
入
髪
が
山
背
大
兄
王
ら
を
廃
し
古
人
大
兄
を

皇
位
に
擁
立
す
べ
く
独
り
画
策
し
た
と
『
紀
』
皇
極
二
年
一
〇
月
戊
午
条
は
語
っ
て
い
る
か
ら
だ
。
し
た
が
っ
て
、
『
扶
桑
略
記
』
お
よ
び

『
書
紀
集
解
』
が
説
く
よ
う
に
、
実
質
的
に
は
上
宮
王
家
滅
亡
事
件
を
指
し
て
い
る
と
し
て
誤
り
な
か
ろ
う
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
翻
っ
て
、
『
軍
需
に
眼
を
投
じ
る
が
、
皇
極
二
年
一
一
月
丙
子
七
条
に
上
書
王
家
滅
亡
事
件
が
記
さ
れ
た
後
、
皇
極
二
年
是
二
条
を
挟
ん
で
、

鎌
足
の
三
島
退
去
、
軽
・
中
大
兄
両
皇
子
へ
の
接
近
、
中
大
兄
と
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
の
女
と
の
婚
姻
の
仲
介
、
佐
伯
連
子
麻
呂
・
葛
木
稚

犬
養
連
網
田
の
推
挙
と
い
っ
た
乙
巳
の
変
決
行
へ
の
具
体
的
経
緯
を
列
挙
す
る
皇
極
三
年
正
月
乙
亥
信
条
が
続
い
て
い
る
。
『
紀
』
皇
極
三
年

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

正
月
乙
亥
朔
条
で
鎌
足
の
履
歴
が
～
慨
し
て
記
さ
れ
て
い
る
の
は
、
『
紀
』
編
纂
者
の
よ
く
使
う
書
法
な
の
で
あ
り
、
も
ち
ろ
ん
事
実
を
語
っ

た
も
の
で
は
な
い
。
皇
極
二
年
是
歳
条
で
あ
る
が
、
百
済
の
太
子
・
野
牛
が
三
輪
山
で
養
蜂
を
試
み
失
敗
に
終
わ
っ
た
こ
と
を
記
し
て
い
る
。

蜜
蜂
の
飼
育
の
成
否
が
出
る
に
は
あ
る
程
度
の
期
間
が
必
要
で
あ
り
、
だ
か
ら
こ
そ
是
歳
条
に
配
置
さ
れ
る
に
至
っ
た
。
よ
っ
て
、
『
紀
』
で

は
上
宮
王
家
滅
亡
事
件
と
皇
極
三
年
正
月
乙
亥
朔
条
の
諸
事
象
が
ス
ム
ー
ズ
に
接
続
し
て
い
る
と
い
え
る
の
で
あ
る
。
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如
上
の
事
柄
お
よ
び
【
史
料
④
M
の
中
大
兄
の
発
言
を
合
わ
せ
考
え
る
に
、
『
紀
』
で
上
潮
王
家
滅
亡
事
件
と
二
六
の
変
に
向
け
た
鎌
足
の

諸
活
動
が
連
続
す
る
の
は
、
野
宮
王
家
を
滅
亡
さ
せ
た
こ
と
を
糾
弾
す
る
中
大
兄
の
造
言
を
踏
ま
え
た
『
紀
聯
編
者
の
述
作
と
把
握
し
て
よ
い

の
で
は
な
い
か
。
横
田
健
一
は
、
乙
巳
の
変
か
ら
余
り
隔
た
ら
な
い
時
期
に
「
入
鹿
諌
滅
物
語
」
な
る
も
の
が
作
成
さ
れ
、
「
そ
れ
が
長
い
間

に
何
通
り
か
に
転
写
さ
れ
る
間
に
増
補
が
別
に
な
さ
れ
た
り
し
て
、
異
な
っ
た
テ
キ
ス
ト
が
で
き
」
た
と
し
、
そ
の
う
ち
の
～
本
な
い
し
は
数

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

本
を
参
照
し
て
碗
紀
』
お
よ
び
『
家
伝
』
が
編
纂
さ
れ
た
と
述
べ
る
。
共
通
の
原
資
料
を
基
に
し
て
謹
書
が
編
修
さ
れ
た
と
解
す
る
の
だ
が
、

そ
れ
に
は
乙
巳
の
変
に
至
る
事
実
経
過
と
し
て
欝
明
朝
初
頭
に
お
け
る
三
島
退
縮
、
上
品
王
家
滅
亡
事
件
以
前
に
お
け
る
軽
お
よ
び
中
大
兄
へ

の
接
近
と
い
っ
た
『
家
伝
』
が
示
す
事
柄
が
記
載
さ
れ
て
い
た
蓋
然
性
が
強
い
。
『
家
伝
』
は
そ
れ
ら
所
伝
を
踏
襲
し
た
の
だ
が
、
『
紀
』
編
者

は
そ
れ
に
記
録
さ
れ
て
い
た
中
大
兄
の
発
言
、
す
な
わ
ち
ク
ー
デ
タ
ー
決
行
の
直
接
的
要
因
を
山
背
大
兄
王
ら
の
殺
害
に
求
め
る
箇
所
に
着
眼

し
、
上
宮
王
家
滅
亡
事
件
の
直
後
に
鎌
足
に
よ
る
諸
活
動
を
ひ
と
ま
と
め
に
掲
げ
る
に
及
ん
だ
と
想
定
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　
『
家
伝
撫
は
、
蘇
我
氏
本
宗
家
打
破
を
胸
中
に
秘
め
た
中
臣
鎌
足
が
軽
皇
子
に
接
近
す
る
も
の
の
、
「
皇
子
器
量
、
不
レ
足
三
与
謀
一
｝
大
事
二

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

と
い
う
理
由
で
彼
の
元
を
去
っ
た
と
記
し
て
い
る
。
『
男
宮
聖
徳
太
子
伝
義
塾
記
』
お
よ
び
『
聖
徳
太
子
応
急
』
は
、
蘇
我
入
鹿
に
随
い
上
宮

王
家
を
滅
亡
に
追
い
込
ん
だ
人
物
の
一
人
と
し
て
軽
皇
子
の
名
を
挙
げ
て
い
る
。
事
実
は
『
家
伝
』
が
記
す
よ
う
に
、
身
に
害
が
及
ぶ
の
を
恐

れ
余
儀
な
く
行
動
を
共
に
し
た
可
能
性
も
あ
ろ
う
が
、
討
伐
対
象
た
る
入
鹿
に
近
付
く
動
き
を
見
せ
た
た
め
鎌
足
は
軽
皇
子
の
元
を
離
れ
た
と

考
え
得
る
の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
、
吉
川
説
の
是
非
に
つ
き
分
析
を
試
み
た
が
、
種
々
の
疑
点
が
浮
上
し
是
認
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。
筆
者
は
『
家
伝
隠
の
記
載
が
乙

巳
の
変
に
至
る
事
実
経
過
と
し
て
最
も
妥
当
な
も
の
と
考
え
る
。
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①
吉
川
敏
子
「
中
臣
鎌
足
の
三
嵩
退
去
の
時
期
に
つ
い
て
の
試
案
」
『
続
日
本
紀

　
研
究
睡
三
一
六
、
一
九
九
八
年
。

②
　
森
公
章
は
吉
辮
説
に
賛
意
を
表
し
て
い
る
（
門
中
臣
鎌
足
と
乙
巳
の
変
以
降
の

政
権
構
成
」
『
日
本
歴
史
臨
六
三
四
、
二
〇
〇
～
年
、
門
倭
国
か
ら
日
本
へ
篇
『
日

本
の
時
代
史
3
　
倭
国
か
ら
日
本
へ
臨
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
二
年
）
。

③
『
紀
紬
欝
明
四
年
八
月
条
。



皇極朝の阿倍氏（笹川）

④
圃
新
校
群
習
類
従
藤
第
三
巻
。

⑤
『
大
日
本
仏
教
全
書
輪
塗
徳
太
子
鼠
叢
書
。

⑥
横
田
健
～
「
大
織
冠
伝
と
B
本
書
紀
」
噸
白
鳳
天
平
の
世
界
輪
、
劃
7
5
社
、
一
九

　
七
三
年
、
初
娼
一
九
六
八
年
。

⑦
『
書
紀
集
解
隔
巻
下
、
国
民
山
神
文
化
研
究
所
、
…
九
三
七
年
。

⑧
「
中
大
兄
皇
子
奏
云
、
入
鹿
部
滅
二
皇
子
“
将
レ
傾
明
天
位
迫
十
指
下
殺
「
…
山
背
大

　
兄
王
等
…
事
↓
也
」
と
み
え
る
。

⑨
魍
家
伝
撫
に
は
「
以
二
某
月
旦
遂
誹
山
背
大
兄
於
斑
鳩
之
寺
…
」
と
み
え
、

　
山
背
大
兄
王
死
去
の
具
体
晦
日
階
を
記
し
て
は
い
な
い
。
『
紀
隔
皇
極
二
年
一
一

　
月
丙
子
朔
条
は
「
十
一
月
丙
子
朔
、
蘇
我
臣
入
電
遣
二
小
端
巨
勢
徳
太
臣
・
大
仁

　
土
師
娑
婆
連
↓
掩
［
…
山
背
大
兄
王
等
於
斑
鳩
」
に
始
ま
り
、
彼
ら
の
襲
撃
か
ら
逃

　
れ
た
山
背
大
兄
王
ら
は
膿
駒
山
に
四
・
五
日
貯
留
、
発
見
さ
れ
て
後
、
斑
鳩
寺
に

　
入
り
自
撮
す
る
と
い
う
流
れ
と
な
っ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
由
背
大
兄
王
ら
が

　
何
時
自
経
し
た
か
は
『
紀
輪
か
ら
は
見
出
し
得
な
い
こ
と
と
な
る
。
お
そ
ら
く
、

　
そ
れ
は
後
世
に
正
確
に
伝
来
し
な
か
っ
た
の
で
あ
り
、
魍
家
伝
撫
の
表
記
が
正
鵠

　
を
射
た
も
の
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。

⑳
井
上
光
貞
讐
大
化
改
新
と
東
ア
ジ
ア
」
『
岩
波
講
座
写
本
歴
史
2
古
代
2
輪
、

　
岩
波
書
店
、
｝
九
七
五
年
。

⑪
　
横
田
健
一
識
⑥
前
掲
論
文
。
同
「
藤
原
鎌
足
伝
研
究
序
説
i
噸
家
伝
』
の
成

　
立
一
」
註
⑥
前
掲
書
、
初
出
一
九
六
五
年
。
な
お
、
坂
本
太
郎
著
作
集
第
六
巻

　
噸
大
化
改
新
』
（
吉
川
弘
文
館
、
一
九
八
八
年
、
初
版
一
九
三
八
年
）
も
参
照
の

　
こ
と
。

第
二
章
　
軽
皇
子
の
宮
の
所
在
地

⑫
明
大
日
本
仏
教
全
轍
鵡
聖
徳
太
子
伝
叢
書
。
な
お
、
一
つ
の
憶
測
を
述
べ
て
お

　
き
た
い
。
欄
紀
臨
皇
極
二
年
＝
月
毎
子
朔
条
・
襟
上
宮
聖
徳
太
子
伝
補
闘
記
』
・

　
『
聖
徳
太
子
伝
暦
』
に
よ
り
、
巨
勢
徳
太
臣
が
由
背
離
二
王
等
の
殺
害
に
参
画
し

　
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
意
を
注
ぐ
べ
き
は
、
天
平
一
九
年
「
法
隆
毒
伽
藍
縁
起
拝

　
流
記
資
財
帳
」
（
『
大
日
本
古
文
書
臨
二
一
五
七
九
頁
・
六
二
一
頁
）
で
あ
る
。

　
　
囚
　
亦
小
治
田
天
皇
大
化
三
年
歳
次
戊
申
九
月
片
一
B
己
亥
、
許
世
徳
随
高
臣

　
　
　
宣
命
為
而
、
食
封
王
百
畑
入
賜
破
（
略
）

　
　
個
　
合
食
封
参
雌
羊

　
　
　
右
、
本
記
云
、
又
大
化
三
年
歳
次
戊
申
九
月
汁
一
日
己
亥
、
許
世
徳
随
高
臣

　
　
　
宣
命
納
賜
、
己
卯
年
停
止
、

　
　
囚
は
縁
起
部
分
、
㈹
は
資
財
帳
部
分
に
含
ま
れ
る
が
、
㈹
に
み
え
る
「
本
記
」

　
に
よ
っ
て
鶴
が
執
筆
さ
れ
た
こ
と
は
問
違
い
な
い
。
不
治
醗
天
皇
（
推
古
）
お
よ

　
び
戊
申
（
大
化
四
年
の
干
支
）
と
両
史
料
に
は
不
都
合
な
記
述
が
み
え
る
が
、
天

　
武
八
（
落
掌
）
年
四
月
乙
卯
条
に
は
「
詔
田
、
商
下
量
諸
有
二
食
封
」
守
所
由
炉
購

　
可
レ
加
加
之
、
町
レ
除
除
之
」
と
あ
っ
て
、
こ
の
制
令
に
よ
り
食
稼
が
国
家
に
還
入

　
さ
れ
た
こ
と
が
明
ら
か
と
な
る
。
見
逃
し
得
な
い
の
は
、
食
封
の
施
入
主
体
が
孝

　
徳
で
あ
り
、
そ
れ
に
巨
勢
徳
太
が
係
わ
っ
て
い
る
点
だ
。
両
者
は
蘇
我
入
鹿
と
共

　
に
上
宮
王
家
を
滅
亡
に
導
い
て
い
る
。
し
か
も
、
霞
背
大
兄
王
ら
が
自
経
し
て
果

　
て
た
の
が
斯
く
醤
う
法
隆
寺
で
あ
っ
た
。
こ
れ
ら
諸
点
を
勘
案
す
る
に
、
食
封
施

　
入
の
園
的
の
一
つ
と
し
て
上
童
王
家
の
菩
提
を
弔
う
こ
と
を
挙
げ
得
る
の
で
は
な

　
い
か
。
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中
臣
鎌
足
は
『
紀
馳
で
は
三
島
、
『
家
伝
』
で
は
「
三
嶋
之
別
業
」
に
退
去
し
た
と
み
え
る
。
そ
の
所
在
地
で
あ
る
が
、
諸
史
料
に
徴
す
る
　
田



　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

に
、
島
下
郡
地
域
、
な
か
で
も
現
在
の
茨
木
市
域
内
に
求
め
る
の
が
至
当
だ
ろ
う
。
で
は
、
両
史
料
に
み
え
る
軽
皇
子
の
宮
は
一
体
何
処
に
あ

っ
た
の
か
。
最
初
に
先
学
の
所
説
を
紹
介
し
、
そ
れ
ら
に
批
判
を
加
え
て
い
く
。

　
青
木
和
夫
は
、
軽
と
阿
倍
倉
梯
麻
呂
の
女
・
小
足
媛
と
の
問
に
生
ま
れ
た
子
の
名
・
有
間
に
着
目
し
、
皇
子
宮
は
有
間
温
泉
に
営
ま
れ
た
と

　
②
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

す
る
。
有
間
温
泉
へ
の
行
幸
は
斜
明
朝
に
二
度
行
わ
れ
、
軽
自
身
も
大
化
三
年
一
〇
月
か
ら
一
二
月
ま
で
逗
留
し
て
い
る
。
『
釈
日
本
紀
』
巻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

一
四
所
書
「
摂
津
国
風
土
記
偏
逸
文
に
よ
れ
ば
、
有
馬
の
塩
湯
が
発
見
さ
れ
た
の
は
島
大
臣
（
蘇
我
馬
子
）
の
頃
で
あ
っ
た
と
い
う
。
大
化
以

前
、
天
皇
の
み
な
ら
ず
王
族
・
貴
族
も
頻
繁
に
そ
こ
を
訪
れ
た
こ
と
は
疑
い
な
か
ろ
う
。
青
木
説
で
問
題
と
な
る
の
は
、
有
間
の
誕
生
が
斜
明

　
　
⑥

一
二
年
で
あ
る
こ
と
だ
。
有
間
が
生
ま
れ
た
頃
、
妃
と
共
に
そ
こ
に
滞
在
し
て
い
た
が
故
に
そ
の
よ
う
に
名
付
け
ら
れ
た
可
能
性
は
あ
る
も
の

の
、
軽
が
皇
極
朝
初
頭
に
有
間
温
泉
に
い
た
と
い
う
確
証
は
実
は
全
く
存
在
し
な
い
の
で
あ
る
。

　
次
に
田
村
圓
澄
の
見
解
で
あ
る
が
、
田
村
は
、
軽
の
姻
戚
氏
族
で
あ
る
阿
倍
氏
に
注
目
、
摂
津
阿
倍
野
（
大
阪
市
阿
倍
野
区
～
帯
）
が
同
氏
の

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

第
二
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
と
し
、
そ
こ
に
皇
子
宮
が
設
置
さ
れ
た
と
推
測
す
る
。
摂
津
阿
倍
野
に
大
化
前
代
以
来
、
阿
倍
氏
が
勢
力
を
扶
植
し

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

て
い
た
と
す
る
論
者
は
多
い
が
、
そ
の
史
料
上
の
初
見
は
平
安
時
代
末
で
あ
り
問
題
を
抱
え
て
い
る
。
『
紀
』
大
化
四
年
二
月
古
血
条
に
は

「
阿
倍
大
臣
請
二
四
雲
斗
四
天
王
寺
い
迎
二
仏
像
四
躯
ハ
使
レ
坐
二
子
池
内
刈
造
二
野
鷲
虫
謡
物
累
二
野
鼓
一
為
之
」
と
み
え
て
お
り
、
阿
倍
野
に
程

近
い
四
天
王
寺
と
阿
倍
内
麻
呂
と
の
繋
が
り
が
知
ら
れ
る
が
、
こ
れ
か
ら
直
ち
に
阿
倍
氏
と
阿
倍
野
と
の
関
係
を
抽
出
す
る
こ
と
は
で
き
な
い
。

し
か
し
な
が
ら
、
姻
戚
氏
族
に
焦
点
を
据
え
る
の
は
魚
見
で
あ
り
、
こ
の
方
法
を
継
承
し
後
に
私
見
を
述
べ
る
。

　
最
後
に
遠
山
美
都
男
の
所
説
で
あ
る
が
、
遠
山
は
、
和
泉
国
和
泉
郡
軽
部
郷
あ
る
い
は
和
泉
郷
に
求
め
て
い
る
。
そ
の
根
拠
と
し
て
、
軽
部

郷
と
い
う
地
名
の
由
来
と
な
っ
た
部
民
・
軽
部
は
軽
皇
子
に
貢
納
・
奉
仕
を
行
う
存
在
で
あ
っ
た
こ
と
、
軽
皇
子
の
近
親
者
の
関
係
地
が
両
郷

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

周
辺
に
確
認
さ
れ
る
こ
と
を
挙
げ
る
。
だ
が
、
鎌
足
の
別
業
が
あ
っ
た
三
島
か
ら
は
か
な
り
の
距
離
を
有
し
て
お
り
、
少
な
か
ら
ぬ
疑
問
を
抱

か
せ
る
の
で
あ
る
。

　
か
く
し
て
、
先
学
の
見
解
に
は
首
肯
し
得
な
い
の
だ
が
、
筆
者
は
以
下
の
諸
点
に
注
意
す
べ
き
と
考
え
る
。
【
史
料
①
】
【
史
料
②
】
は
軽
の
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皇
子
宮
の
所
在
地
を
記
さ
ず
、
共
通
の
原
資
料
に
も
そ
れ
が
欠
け
て
い
た
可
能
性
は
強
い
。
し
か
し
な
が
ら
、
鎌
足
の
「
三
嶋
之
別
業
」
に
至

近
な
場
所
に
立
地
し
て
い
た
場
合
、
あ
え
て
明
記
す
る
必
要
は
な
か
ろ
う
。
『
紀
』
『
家
伝
』
と
も
に
中
臣
鎌
足
は
軽
皇
子
の
宮
に
侍
宿
し
た
と

す
る
が
、
そ
れ
は
両
者
の
居
所
が
至
近
で
あ
っ
た
た
め
に
実
現
し
た
と
捉
え
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
白
維
四
年
頃
中
大
兄
が
皇
祖
母
命
（
皇

極
）
以
下
、
公
卿
大
夫
・
百
官
人
等
を
率
い
難
波
か
ら
飛
鳥
河
辺
行
宮
へ
移
っ
た
の
に
伴
い
、
孝
徳
は
皇
位
を
捨
て
山
導
に
隠
棲
し
よ
う
と
図

⑪る
。
山
埼
は
現
在
の
京
都
府
乙
訓
郡
大
山
崎
町
大
山
崎
か
ら
大
阪
府
三
島
郡
島
本
町
山
崎
に
か
け
て
の
一
帯
に
相
当
し
、
三
島
地
域
と
は
隣
接

し
て
い
る
。
孝
徳
が
な
ぜ
山
埼
を
選
択
し
た
か
に
つ
い
て
は
深
い
謎
に
包
ま
れ
て
い
た
と
い
え
る
が
、
皇
子
宮
が
三
島
地
域
に
所
在
し
た
と
い

う
こ
と
を
前
提
と
す
る
と
、
ス
ム
ー
ズ
に
理
解
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
ろ
う
。
し
か
も
、
軽
皇
子
の
姻
戚
氏
族
で
あ
る
阿
倍
氏
と
摂
津
三
島
地

域
と
の
関
連
を
見
出
し
得
る
こ
と
は
、
こ
の
際
重
要
と
な
る
。
以
下
に
、
地
図
①
を
利
用
し
具
体
的
に
論
じ
て
い
く
。

　
門
史
料
⑤
】
『
宇
多
天
皇
御
記
』
寛
平
元
（
八
八
九
）
年
一
二
月
二
日
条

　
　
二
日
、
甘
南
扶
持
還
来
云
、
去
廿
九
日
申
時
、
始
到
二
島
下
郡
⑩
審
問
二
事
由
晶
郷
人
語
云
、
太
上
天
皇
御
襟
留
い
備
後
守
藤
原
氏
助
之

　
　
宅
御
在
所
也
。
二
二
若
干
従
卒
ハ
乱
二
等
此
宅
↓
家
人
士
女
或
遁
二
丁
山
澤
ハ
或
逃
二
迷
道
路
納
氏
助
高
卑
無
レ
有
二
一
人
適
此
為
レ
狩
引
取
安
倍

　
　
山
猪
鹿
一
也
。
而
夜
以
二
松
炬
火
幻
時
臨
レ
暮
之
間
、
還
二
御
璽
宅
ゆ
但
球
団
童
子
十
二
人
・
厩
舎
二
人
《
悉
着
こ
武
装
｝
帯
瓢
弓
矢
川
町
二
分
前

　
　
後
一
騎
馬
行
列
云
々
。
今
月
以
二
件
山
一
為
二
院
禁
野
⑩
宇
治
継
雄
為
…
専
當
ハ
膀
二
示
路
頭
ゆ
行
路
仲
人
往
還
歎
難
、
動
加
二
陵
糧
ハ
愁
吟
之

　
　
甚
。
胸
憶
何
言
レ
ロ
云
々
。

　
陽
成
太
上
天
皇
は
、
島
下
郡
の
藤
原
氏
助
の
邸
宅
を
御
在
所
と
し
て
安
倍
山
で
狩
猟
を
行
い
、
後
に
そ
こ
を
院
の
禁
野
と
し
た
と
み
え
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

安
倍
山
で
あ
る
が
、
す
で
に
指
摘
が
あ
る
如
く
、
阿
武
山
と
み
て
間
違
い
な
い
。
安
倍
山
と
表
記
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
時
間
の
推
移
に
伴
い

“
ア
ベ
”
か
ら
“
ア
ブ
”
に
紛
っ
た
可
能
性
を
考
慮
す
べ
き
だ
ろ
う
。
詮
ず
る
と
こ
ろ
、
元
来
は
安
倍
（
ア
ベ
）
山
と
呼
ば
れ
、
阿
倍
氏
に
由

来
す
る
名
前
で
は
な
か
っ
た
か
。
以
下
に
示
す
三
つ
の
事
例
は
、
こ
の
よ
う
な
私
見
を
補
強
す
る
素
材
と
な
る
と
考
え
る
。

　
ま
ず
一
つ
目
だ
が
、
『
新
撰
姓
氏
録
』
左
京
皇
別
上
に
阿
倍
朝
臣
と
同
祖
、
大
腿
命
の
後
輩
を
主
張
す
る
許
曾
倍
朝
臣
が
み
え
る
。
許
曾
倍
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極朝の隣倍氏（笹1の

氏
の
史
料
上
の
初
出
は
『
紀
』
大
化
元
年
九
月
戊
辰
条
の
阿
倍
渠
曾
倍
臣
で
あ
り
、
古
人
大
兄
皇
子
を
討
伐
す
る
将
の
一
人
と
し
て
登
場
し
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑬

い
る
。
許
曾
倍
氏
の
本
拠
は
、
栗
田
寛
が
指
摘
し
た
よ
う
に
、
島
上
郡
内
に
相
当
す
る
現
高
槻
市
右
曽
部
町
付
近
で
あ
っ
た
と
し
て
よ
い
。
古

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑭

曽
部
は
応
徳
三
（
い
O
八
六
）
年
成
立
の
『
後
拾
遺
和
歌
集
』
に
確
認
さ
れ
る
古
地
名
で
あ
る
。
な
お
、
加
藤
謙
吉
は
、
阿
倍
内
・
阿
倍
渠
曾

倍
・
阿
倍
引
田
・
阿
倍
久
努
・
阿
倍
普
（
布
）
勢
・
阿
倍
狛
・
阿
倍
他
（
長
）
田
の
爆
睡
は
血
縁
的
親
族
関
係
に
あ
っ
た
可
能
性
が
高
い
と
し
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

こ
の
よ
う
な
複
姓
の
成
立
時
期
を
推
古
朝
頃
に
求
め
て
い
る
。
従
う
べ
き
所
説
で
あ
り
、
こ
こ
で
は
特
に
阿
倍
内
衣
と
阿
倍
渠
曾
倍
氏
と
の
密

接
な
結
び
付
き
に
注
意
を
払
っ
て
お
き
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

　
二
つ
目
は
、
高
槻
市
成
合
に
所
在
し
た
金
龍
寺
の
寺
伝
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰

　
四
史
料
⑥
】
『
摂
陽
群
談
』
巻
第
一
三
　
寺
院
の
部

　
　
金
龍
寺
　
下
郡
成
合
村
に
あ
り
。
軽
羅
云
、
桓
武
天
皇
御
宇
、
延
暦
年
中
、
参
議
阿
倍
是
雄
公
草
創
、
始
て
安
満
寺
と
號
す
。
一
百
歳
後
、

　
　
　
相
模
守
橘
敏
貞
公
之
一
子
、
謁
無
事
大
師
、
一
乗
教
の
師
と
し
、
剃
髪
し
て
法
二
千
観
と
称
す
。
去
て
箕
面
山
に
入
っ
て
、
～
日
禿
髪

　
　
　
の
童
子
、
雲
に
乗
じ
降
臨
し
て
、
佛
場
興
立
の
勝
地
あ
り
と
告
て
、
金
龍
と
化
す
、
階
梯
其
金
龍
の
膳
所
を
見
、
将
士
山
の
池
に
入
れ

　
　
　
り
、
因
っ
て
蕾
院
を
再
建
し
て
、
湿
遁
山
金
龍
寺
と
改
む
、
中
興
開
祖
と
成
れ
り
、
干
時
康
保
年
中
也
。
（
後
略
）

　
近
世
の
地
誌
『
摂
陽
群
談
撫
に
掲
載
さ
れ
た
喧
伝
に
よ
れ
ば
、
阿
倍
是
雄
が
延
暦
年
中
に
建
立
し
た
安
満
寺
（
高
槻
市
に
安
満
の
地
名
が
残
る
）

を
、
康
保
年
中
（
九
六
四
～
六
八
）
に
内
供
奉
十
禅
師
・
繋
属
が
再
興
し
名
称
を
金
牛
寺
に
改
め
た
と
あ
る
。
『
摂
津
名
所
図
会
隔
巻
之
五
も
同

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑱

寺
の
朧
影
を
載
せ
る
が
、
金
龍
寺
の
創
建
に
関
し
「
康
保
元
年
～
宇
を
建
て
て
普
賢
の
像
を
安
置
す
」
と
し
て
お
り
、
一
方
、
『
大
阪
府
全
志
』

巻
之
三
に
は
「
寺
伝
に
い
ふ
、
桓
武
天
皇
の
延
暦
九
年
参
議
阿
部
是
雄
の
草
創
に
し
て
、
安
満
寺
と
称
し
、
坊
舎
十
九
宇
を
有
せ
る
宏
壮
な
る

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

精
舎
な
り
し
が
、
一
百
鯨
年
を
経
て
村
上
天
皇
の
康
保
元
年
憎
千
観
内
供
、
再
建
し
て
金
龍
寺
と
改
称
せ
り
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。
安
満
寺
の

創
建
が
阿
倍
氏
の
手
に
な
る
と
い
う
伝
承
に
つ
い
て
は
、
古
い
時
代
の
よ
り
著
名
な
人
物
に
寺
院
の
開
基
を
求
め
る
傾
向
が
一
般
的
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
後
世
の
造
作
と
し
て
簡
単
に
片
付
け
て
し
ま
う
の
は
避
け
る
べ
き
で
は
な
い
か
。
河
音
能
平
は
、
阿
倍
是
雄
は
大
同
年
聞
に
畿
内
観
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⑳

察
使
お
よ
び
東
山
道
観
察
使
に
任
じ
ら
れ
た
阿
倍
朝
臣
兄
雄
の
誤
写
と
指
摘
す
る
。
加
え
て
、
『
元
亨
裏
書
』
巻
第
四
・
慧
解
三
の
千
観
伝
に

「
初
悪
止
需
一
三
井
一
勢
修
一
浄
土
司
園
城
之
背
、
西
峯
魏
義
不
レ
便
二
日
観
弔
望
遠
寛
二
勝
地
一
至
一
摂
州
⑩
有
レ
山
、
出
席
金
色
堂
ゆ
観
思
二
霊
区
｝
而

ト
レ
居
。
下
之
金
面
寺
也
」
と
あ
る
こ
と
、
『
尊
卑
分
脈
』
は
千
観
に
つ
い
て
「
山
崎
金
聾
寺
開
山
」
と
記
す
こ
と
、
同
寺
の
史
料
上
の
初
見
が

　
　
　
　
　
　
⑳
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

康
保
四
年
～
○
月
で
あ
る
こ
と
を
も
っ
て
、
千
畳
建
立
を
主
張
す
る
寺
伝
は
信
奉
性
に
富
む
と
考
え
て
い
る
。
『
尊
卑
分
脈
』
・
「
安
倍
氏
系

　
　
　
　
　
　
⑬

図
」
・
「
安
藤
系
図
」
に
よ
れ
ば
、
阿
倍
兄
雄
は
阿
倍
（
布
勢
）
御
主
人
の
五
世
孫
に
当
た
り
、
許
曾
倍
氏
の
者
で
は
な
い
。
し
か
る
に
、
安
満

寺
が
所
在
し
た
と
目
さ
れ
る
高
槻
市
成
合
と
許
曾
倍
氏
の
蜻
芯
地
と
推
測
さ
れ
る
同
市
古
曽
部
と
が
指
呼
の
問
に
あ
る
こ
と
は
興
味
深
い
。
臆

見
に
過
ぎ
な
い
が
、
阿
倍
兄
雄
は
当
時
の
都
で
あ
っ
た
長
岡
京
か
ら
程
遠
か
ら
ぬ
島
上
の
地
に
、
同
族
の
許
曾
倍
氏
の
援
助
を
受
け
て
寺
院
建

立
を
成
し
遂
げ
た
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

三
つ
目
は
天
幕
類
聚
塵
で
あ
る
・
巻
≧
一
九
に
は
「
志
万
評
伝
久
右
利
摂
津
国
雫
阿
部
臣
広
津
麻
呂
・
方
也
」
と
み
え
る
・
摂
津

国
島
下
郡
に
阿
倍
氏
の
者
が
居
住
し
て
い
た
こ
と
を
示
す
史
料
と
な
ろ
う
。
巻
之
六
七
（
畠
山
本
）
に
「
島
下
薬
　
安
部
朝
臣
広
沢
（
津
の
誤
写

だ
ろ
う
）
麻
呂
方
」
と
あ
り
、
同
書
に
し
ば
し
ば
見
受
け
ら
れ
る
阿
倍
朝
臣
広
津
麻
呂
と
同
一
人
と
し
て
よ
い
。
『
大
同
類
聚
方
』
は
大
同
三

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
㊧

年
に
編
述
さ
れ
た
医
方
書
で
あ
る
が
、
早
く
に
散
侠
し
現
存
諸
本
は
後
世
の
偽
撰
と
さ
れ
る
。
ゆ
え
に
、
先
の
記
載
が
信
頼
す
る
に
足
る
か
が

問
題
と
な
ろ
う
。
そ
こ
で
、
阿
倍
朝
臣
広
津
麻
呂
な
る
人
物
を
諸
史
料
に
求
め
る
に
、
『
続
日
本
紀
』
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
。
そ
こ
に
記

さ
れ
る
彼
の
経
歴
は
、
延
暦
三
年
正
月
己
卯
に
正
六
位
上
か
ら
従
五
位
下
、
四
年
正
月
辛
亥
に
兼
常
陸
大
士
、
同
年
六
月
辛
巳
に
従
五
位
上
、

同
年
八
月
丙
子
に
百
害
宮
少
進
か
ら
大
進
、
同
年
一
一
月
丁
巳
に
東
宮
亮
、
五
年
正
月
乙
卯
に
兼
越
前
介
、
六
年
三
月
丙
午
に
式
部
少
輔
、
七

年
七
月
庚
午
に
中
衛
少
将
、
九
年
閏
三
月
丁
丑
に
藤
原
乙
嫁
漏
の
御
湿
司
と
な
る
、
以
上
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
事
実
を
押
さ
え
今
一
度
『
大

同
類
聚
方
』
を
若
く
に
、
巻
之
三
五
に
は
「
謹
賀
左
紀
薬
　
式
部
少
輔
安
部
朝
臣
広
津
麻
呂
乃
家
伝
方
」
、
さ
ら
に
巻
之
五
八
に
は
「
波
川
谷

野
　
従
五
位
上
阿
倍
朝
臣
広
津
麻
呂
乃
掃
守
田
首
黒
乎
等
爾
所
恵
乃
方
」
と
み
え
、
官
位
・
官
職
が
『
続
日
本
紀
』
の
記
事
と
一
致
す
る
。
よ

っ
て
、
阿
倍
朝
臣
広
津
麻
呂
を
摂
津
島
下
郡
出
身
と
す
る
流
布
本
『
大
同
類
聚
方
』
の
記
載
を
無
下
に
退
け
る
こ
と
は
避
け
る
べ
き
で
は
な
い
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も
と
よ
り
、
金
龍
寺
の
寺
伝
お
よ
び
『
大
同
類
聚
方
』
の
記
載
は
絶
対
的
な
根
拠
と
は
言
い
難
い
。
だ
が
、
許
曾
倍
氏
の
居
住
か
ら
摂
津
三

島
地
域
と
阿
倍
氏
と
の
繋
が
り
は
否
定
で
き
な
い
の
で
あ
り
、
安
倍
山
と
阿
倍
氏
と
の
関
連
を
見
出
す
卑
見
は
必
ず
し
も
無
稽
と
は
言
え
ま
い
。

以
上
の
検
討
に
よ
っ
て
、
阿
倍
氏
と
摂
津
三
島
地
域
と
の
関
連
が
明
ら
か
に
な
っ
た
と
い
え
よ
う
が
、
さ
ら
に
皇
子
宮
と
姻
戚
氏
族
と
の
関
係

を
左
に
押
さ
え
て
お
き
た
い
。

　
『
釈
日
本
紀
』
巻
＝
二
・
述
義
九
所
引
「
上
宮
記
」
逸
文
に
は
継
体
の
父
系
・
母
系
系
譜
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
継
体
の
父
・
汗
斯
王
は
弥

興
国
高
島
宮
（
羅
』
継
体
即
位
前
紀
で
は
「
近
江
国
高
嶋
郡
三
尾
之
別
業
」
）
滞
在
中
に
、
三
国
坂
井
県
の
多
加
算
久
村
よ
り
布
利
比
恩
命
を
迎
え

継
体
を
儲
け
た
と
伝
え
て
い
る
。
取
り
上
げ
る
べ
き
は
、
継
体
の
母
系
系
譜
「
伊
久
牟
尼
利
比
古
大
王
児
、
伊
波
都
鳥
和
希
児
、
伊
波
智
和
希

児
、
伊
波
己
里
和
気
児
、
麻
和
加
預
児
、
阿
加
波
智
君
児
、
乎
波
諸
君
、
嬰
二
二
奴
皇
祖
、
名
曲
三
余
比
弥
生
児
、
都
奴
牟
斯
黒
汗
、
布
陣
比

弥
命
」
だ
。
伊
久
牟
尼
利
比
古
大
王
（
垂
仁
）
の
児
・
伊
波
期
中
和
希
は
『
記
』
垂
回
漕
の
羽
咋
君
・
三
尾
君
の
祖
で
あ
る
石
衝
呼
応
、
『
紀
』

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

垂
仁
三
四
年
三
月
丙
寅
条
に
み
え
る
三
尾
君
の
祖
・
薄
樺
別
命
と
、
そ
の
児
の
伊
波
智
和
希
は
「
国
造
本
紀
」
羽
咋
懸
造
条
の
「
三
尾
君
祖
石

墨
別
命
児
」
で
あ
る
石
城
別
王
、
お
よ
び
『
紀
』
景
行
四
年
二
月
甲
子
条
の
三
尾
氏
磐
城
別
と
同
～
人
物
と
考
え
ら
れ
る
。
か
く
し
て
、
布
利

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

比
弥
命
は
三
尾
氏
の
一
族
の
者
と
推
察
で
き
る
が
、
三
国
坂
井
県
、
令
制
下
の
越
前
国
坂
井
郡
に
は
水
尾
郷
お
よ
び
三
尾
駅
が
存
し
、
三
尾
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑳

の
拠
点
で
あ
っ
た
こ
と
は
ま
ず
間
違
い
な
い
。
ま
た
、
汗
斯
王
の
弥
乎
國
高
島
宮
は
後
の
高
島
郡
三
尾
郷
に
所
在
し
た
こ
と
は
確
実
だ
が
、
式

内
・
水
尾
神
社
も
鎮
座
す
る
こ
と
か
ら
、
同
地
域
も
三
尾
氏
の
勢
力
圏
で
あ
っ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
高
島
宮
が
三
尾
氏
の
所
領
を
割
い
て
設
け

ら
れ
た
か
否
か
は
詳
ら
か
に
し
得
な
い
が
、
継
体
父
母
の
婚
姻
は
両
地
域
の
三
尾
氏
の
斡
旋
に
よ
っ
て
成
就
し
た
可
能
性
が
高
い
。
し
た
が
っ

て
、
姻
戚
氏
族
で
あ
る
三
尾
氏
が
高
島
宮
の
経
営
に
密
接
に
関
与
す
る
よ
う
に
な
っ
た
と
考
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。

　
か
よ
う
な
こ
と
を
踏
ま
え
れ
ば
、
軽
皇
子
の
宮
は
姻
戚
氏
族
で
あ
る
阿
倍
氏
の
摂
津
三
島
地
域
の
所
領
に
設
け
ら
れ
、
加
え
て
同
氏
が
そ
の

管
理
・
運
営
に
従
事
し
た
と
想
定
す
る
こ
と
は
許
さ
れ
よ
う
。
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以
上
、
軽
皇
子
の
宮
の
所
在
を
中
臣
鎌
足
の
別
業
の
そ
れ
と
岡
じ
く
摂
津
三
島
地
域
に
求
め
た
。
脚
の
病
を
癒
す
た
め
に
滞
在
し
た
軽
皇
子
　
鋤

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
O

の
宮
は
、
別
宅
的
な
も
の
で
あ
っ
た
こ
と
は
言
う
ま
で
も
な
い
が
、
三
島
の
別
業
と
指
呼
の
間
に
あ
っ
た
が
故
に
、
鎌
足
は
軽
に
関
す
る
情
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
…
…

を
す
ば
や
く
察
知
し
、
迅
速
に
行
動
を
起
こ
す
に
至
っ
た
と
推
測
し
得
る
の
で
あ
る
。

①
『
新
撰
姓
氏
録
』
（
田
中
車
著
作
集
9
『
新
撰
姓
氏
録
の
研
究
』
、
国
書
刊
行
会
、

　
一
九
九
六
年
）
摂
津
国
神
別
の
申
臣
藍
連
と
中
距
大
田
連
は
、
そ
れ
ぞ
れ
茨
木
市

　
安
為
・
太
田
付
近
に
蠕
眠
し
て
い
た
と
目
さ
れ
る
。
四
類
聚
県
史
睡
巻
一
八
二
・

　
仏
道
九
・
寺
削
地
、
延
暦
一
一
年
四
月
丙
戌
条
か
ら
藤
原
等
比
等
・
房
前
・
清
河

　
の
野
地
が
島
上
郡
に
存
し
た
こ
と
が
判
明
す
る
。
『
神
宮
雑
例
集
』
巻
第
　
（
『
神

　
道
大
童
謡
神
宮
編
二
）
に
は
、
問
題
を
多
分
に
孕
む
が
、
天
平
＝
…
年
に
右
大

　
臣
・
大
中
臣
清
万
呂
が
春
日
御
社
を
摂
津
国
島
下
郡
寿
久
郷
（
茨
木
市
宿
久
庄
付

　
近
）
の
寿
久
山
御
社
（
式
内
・
須
久
久
神
社
）
に
奉
遷
し
た
と
あ
り
、
元
暦
元

　
（
…
一
一
三
四
）
年
頃
作
成
の
『
古
社
記
暁
（
『
神
道
大
系
駈
神
社
編
一
三
　
春
日
）

　
が
引
く
中
臣
確
栗
連
時
風
に
よ
る
宝
亀
～
一
年
の
置
文
に
は
、
申
臣
（
藤
原
）
氏

　
の
祖
・
厳
暑
屋
根
命
が
「
摂
津
国
嶋
下
郡
講
久
由
二
天
降
御
」
と
紀
さ
れ
て
い
る
。

　
『
宇
多
天
皇
御
記
』
（
『
増
補
史
料
大
成
－
　
歴
代
炭
甲
唄
）
寛
平
元
（
八
八
九
）

　
年
＝
一
月
二
B
条
（
後
掲
）
か
ら
、
宇
合
の
四
世
孫
・
備
後
守
藤
原
氏
助
（
『
尊

　
卑
分
脈
』
第
二
篇
）
の
宅
が
島
下
郡
に
所
在
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
る
。
ま
た
、

　
噌
多
武
峰
略
記
漏
天
所
引
「
荷
西
記
」
（
『
神
遊
大
系
抽
神
社
編
五
　
大
和
国
）
は
、

　
当
初
鎌
足
が
島
下
郡
阿
威
山
に
埋
葬
さ
れ
た
と
語
る
。
三
島
地
域
と
藤
原
氏
・
中

　
臣
氏
と
の
繋
が
り
を
汲
み
取
る
こ
と
の
で
き
る
史
料
は
他
に
も
多
数
存
す
る
が
、

　
一
〇
世
紀
ま
で
の
所
領
関
係
の
史
料
は
、
澤
指
浩
「
摂
津
三
嶋
地
域
に
お
け
る
藤

　
原
氏
の
初
期
荘
園
－
鎌
足
・
無
比
等
・
房
前
・
清
河
・
継
縄
・
師
輔
な
ど

　
一
」
（
『
栃
木
史
学
臨
　
｝
四
、
二
〇
〇
〇
年
）
に
網
羅
さ
れ
て
い
る
。

②
青
木
和
夫
門
藤
原
鎌
足
偏
『
日
本
古
代
の
政
治
と
入
物
嘱
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九

　
七
七
年
、
初
出
一
九
六
一
年
。
同
『
日
本
の
歴
史
5
　
古
代
豪
族
』
、
小
学
館
、

　
一
九
七
四
年
。

③
隅
紀
』
鍔
明
三
年
九
月
乙
亥
条
、
同
年
＝
耳
戊
戌
条
、
【
○
年
【
○
月
条
、

　
＝
年
正
月
壬
子
粂
。

④
　
　
『
紀
腕
大
化
三
年
一
〇
月
甲
子
条
、
同
年
一
二
月
晦
条
。

⑤
新
編
日
本
古
典
文
学
全
集
5
『
風
土
記
匝
に
よ
る
。

⑥
『
紀
』
斉
明
四
年
＝
月
甲
寅
懸
隔
注
に
引
か
れ
る
「
或
本
云
」
よ
り
、
有
聞

　
皇
子
は
こ
の
時
一
九
歳
で
あ
っ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。

⑦
細
村
二
七
『
藤
原
鎌
足
』
、
摘
畿
田
房
、
一
九
六
六
年
。

⑧
吉
田
晶
『
古
代
の
難
波
臨
、
教
育
社
、
一
九
八
二
年
、
直
木
孝
次
郎
編
『
難
波

　
京
と
古
代
の
大
阪
』
（
学
生
社
、
｝
九
八
五
年
）
「
H
　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
に
お
け

　
る
原
秀
三
郎
の
発
言
、
『
新
修
大
阪
市
史
幅
第
一
巻
・
第
四
章
第
三
節
（
直
木
孝

　
次
郎
執
筆
）
、
【
九
八
八
年
、
な
ど
。

⑨
『
山
総
記
臨
永
万
元
（
＝
六
五
）
年
四
月
二
七
田
屋
（
噸
増
補
史
料
大
成
2
8

　
山
魂
送
三
撫
）
は
、
往
吉
社
と
四
天
王
寺
と
の
問
で
安
部
野
を
め
ぐ
る
堺
相
論
が

　
行
わ
れ
た
こ
と
を
語
る
。

⑩
遠
山
美
都
男
『
大
化
改
新
六
四
五
年
六
月
の
宮
廷
革
命
輪
、
中
央
公
論
社
、

　
｝
九
九
三
年
。
は
じ
め
に
註
②
前
掲
論
文
。

⑪
欄
紀
漏
白
雑
四
年
是
歳
条
。

⑫
天
坊
幸
彦
『
上
代
浪
華
の
歴
史
地
理
的
研
究
』
第
三
篇
・
第
五
篇
、
大
八
州
出

　
版
株
式
会
社
、
一
九
四
七
年
、
濾
木
孝
次
郎
「
藤
原
鎌
足
の
墓
所
に
つ
い
て
」

　
糊
蘇
っ
た
古
代
の
木
乃
伊
－
藤
原
鎌
足
一
締
、
小
学
館
、
一
九
八
八
年
、
な

　
ど
。
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⑬
栗
田
寛
『
縣
撰
姓
氏
録
考
玉
出
巻
之
二
、
吉
川
半
七
、
一
九
〇
〇
年
。

⑭
『
後
拾
遺
和
歌
集
幅
巻
落
三
夏
（
新
日
本
古
典
文
学
大
系
8
『
後
拾
遺
和
歌

　
集
轍
）
に
「
津
の
国
の
古
曾
部
と
い
ふ
所
に
て
よ
め
る
　
　
　
能
因
法
師
漏
と
あ

　
る
。

⑬
　
加
藤
謙
吉
「
複
姓
成
立
に
間
す
る
｝
考
察
扁
『
大
和
政
権
と
古
代
氏
族
転
、
吉
川

　
弘
文
館
、
一
九
九
一
年
、
初
出
一
九
七
三
年
。

⑯
　
昭
和
二
六
年
に
本
堂
が
比
叡
山
に
移
築
さ
れ
て
無
住
と
な
り
、
設
置
さ
れ
て
い

　
た
仮
本
堂
も
昭
和
五
八
年
に
灰
燈
に
帰
し
た
。
現
在
寺
跡
は
草
叢
に
覆
わ
れ
、
往

　
時
を
物
語
る
も
の
は
石
壇
の
み
と
な
っ
て
い
る
。

⑰
『
大
日
本
地
誌
大
系
隔
第
九
冊
、
大
日
本
地
誌
大
系
刊
行
会
、
～
九
三
〇
年
。

⑱
『
日
本
名
所
風
俗
劉
会
1
0
大
阪
の
巻
』
、
角
川
書
店
、
一
九
八
○
年
。

⑲
井
上
正
雄
噸
大
阪
府
全
野
隔
巻
之
三
、
大
阪
府
全
面
．
発
行
所
、
｝
九
ニ
ニ
年
。

⑳
『
日
本
後
紀
』
大
同
三
年
五
月
巴
酉
条
、
同
年
｝
○
月
丁
卯
条
参
照
。

⑳
『
日
本
紀
略
』
康
保
四
年
一
〇
月
二
四
陰
条
参
照
。

第
三
章
　
阿
倍
氏
の
政
治
的
動
向

⑫
　
　
響
阿
槻
布
切
』
第
一
巻
・
本
編
－
第
三
章
、
～
九
七
七
年
。

⑳
　
　
『
新
校
群
書
類
従
輪
第
三
巻
、
『
続
群
書
類
従
臨
第
七
輯
上
。

⑳
　
　
『
校
注
　
大
同
類
聚
方
』
（
大
神
神
社
史
料
編
修
委
員
会
、
一
九
七
九
年
）
に

　
よ
る
。

⑳
　
　
『
日
本
後
馬
蹄
大
同
三
年
五
月
甲
申
条
。

⑳
　
田
中
卓
轟
上
宮
記
隔
の
校
訂
と
解
読
」
（
顕
中
脳
著
作
集
2
『
日
本
国
家
の
成

　
立
と
諸
氏
族
』
、
国
書
刊
行
会
、
…
九
八
六
年
）
に
よ
る
。

⑳
　
鎌
田
純
一
咽
先
代
奮
事
本
紀
の
研
究
睡
狡
本
の
部
（
吉
瑚
弘
文
館
、
一
九
六
〇

　
年
）
に
よ
る
。

⑳
〉
天
平
五
年
「
山
背
国
愛
宕
郡
計
帳
」
（
『
大
日
本
古
文
書
臨
一
一
五
三
三
頁
）
。

　
隅
延
喜
式
無
兵
部
省
。

⑳
　
拙
稿
門
「
帝
紀
」
・
「
旧
辞
」
成
立
諭
序
説
恥
（
『
史
林
謡
八
三
一
三
、
二
〇
〇
〇

　
年
）
を
参
照
の
こ
と
。

本
章
で
は
、
大
化
前
代
に
お
け
る
阿
倍
氏
の
政
治
的
立
場
の
変
遷
を
、
族
長
的
地
位
に
あ
っ
た
阿
倍
内
麻
呂
の
動
向
に
焦
点
を
絞
り
素
描
し

て
い
く
。
先
に
検
討
素
材
と
な
る
史
料
を
掲
げ
る
。

　
困
史
料
⑦
】
『
紀
』
推
古
三
二
年
一
〇
月
癸
卯
朔
条

　
　
冬
十
月
癸
卯
朔
、
大
臣
遣
口
阿
曇
轟
轟
㍗
阿
倍
臼
摩
侶
二
藍
ハ
令
レ
奏
二
天
皇
一
日
、
葛
城
義
者
元
臣
之
本
居
也
。
故
里
二
百
縣
｝
為
二
姓
名
の

　
　
是
以
翼
之
常
得
…
其
縣
ハ
以
欲
レ
為
二
臣
之
封
縣
ゆ
（
後
略
）

　
【
史
料
⑧
M
『
紀
隠
斜
明
即
位
前
紀

　
　
当
…
是
時
ハ
蘇
我
蝦
夷
臣
為
二
大
臣
の
独
欲
レ
定
一
一
銀
位
ハ
顧
畏
二
群
臣
不
つ
従
、
則
単
二
阿
倍
麻
呂
臣
｝
議
、
而
聚
二
群
臣
腰
試
一
於
大
臣
家
の
食
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詑
将
レ
散
、
大
臣
令
二
阿
倍
臣
ハ
語
二
群
臣
一
撮
、
今
天
皇
既
墨
池
レ
嗣
。
若
急
電
レ
計
、
出
置
レ
乱
乎
。
今
以
二
頷
王
一
為
レ
嗣
。
（
後
略
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

　
両
史
料
に
は
阿
倍
摩
侶
（
麻
呂
）
な
る
人
物
が
み
え
る
が
、
関
晃
が
考
証
し
た
よ
う
に
、
阿
倍
内
麻
呂
と
同
一
人
と
捉
え
て
間
違
い
な
い
。

【
史
料
⑦
】
は
蘇
我
馬
子
に
よ
る
葛
城
県
の
割
譲
要
求
、
【
史
料
⑧
】
は
推
古
死
後
の
皇
嗣
を
め
ぐ
る
大
夫
合
議
に
関
す
る
も
の
だ
が
、
そ
れ

ら
か
ら
は
阿
倍
学
侶
（
麻
呂
）
と
蘇
我
氏
と
の
密
接
な
繋
が
り
を
看
取
す
る
こ
と
が
で
き
る
。
阿
倍
氏
は
蘇
我
倉
本
宗
家
と
深
く
結
び
付
く
こ

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

と
で
政
界
に
お
け
る
地
歩
を
固
め
た
の
で
あ
り
、
少
な
く
と
も
箭
明
朝
初
頭
ま
で
良
好
な
間
柄
が
継
続
し
て
い
た
こ
と
が
確
認
さ
れ
る
。

　
関
晃
は
「
大
化
の
左
大
臣
阿
倍
内
麻
呂
に
つ
い
て
」
な
る
論
孜
に
お
い
て
、
蘇
我
氏
と
同
調
す
る
阿
倍
内
麻
呂
の
姿
勢
は
上
宮
王
家
滅
亡
頃

ま
で
変
わ
ら
な
か
っ
た
と
し
、
中
臣
鎌
足
・
軽
皇
子
・
阿
倍
内
麻
呂
と
い
う
三
者
の
結
び
付
き
、
す
な
わ
ち
鎌
足
の
軽
皇
子
へ
の
接
近
は
そ
れ

を
契
機
に
『
紀
』
が
示
す
皇
極
三
年
正
月
と
そ
れ
程
大
差
な
い
時
期
に
行
わ
れ
た
と
解
釈
し
た
。
し
か
し
な
が
ら
、
そ
れ
以
降
考
え
を
改
め
、

阿
倍
内
麻
呂
の
蘇
我
氏
に
対
す
る
態
度
は
先
と
同
意
見
な
る
も
、
鎌
足
の
三
島
退
居
を
箭
明
朝
初
年
、
軽
・
中
大
兄
へ
の
接
近
を
上
潮
王
家
滅

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
③

亡
事
件
以
前
に
配
列
す
る
『
家
伝
』
の
記
載
を
踏
襲
す
る
に
至
っ
て
い
る
。
私
見
も
『
家
伝
』
が
示
す
事
実
経
過
が
正
し
い
と
考
え
る
が
、
そ

も
そ
も
蘇
我
入
溝
と
共
に
山
背
大
兄
王
ら
を
自
害
に
導
い
た
軽
皇
子
に
鎌
足
が
接
触
を
試
み
た
と
は
思
え
ず
、
旧
稿
で
の
解
釈
に
は
容
易
に
従

い
難
い
。
む
し
ろ
、
こ
こ
で
問
題
と
す
べ
き
は
、
阿
倍
内
麻
呂
の
政
治
姿
勢
で
あ
る
。
関
は
～
貫
し
て
上
宮
王
家
滅
亡
事
件
ま
で
蘇
我
氏
に
同

調
す
る
そ
の
態
度
は
変
化
し
な
か
っ
た
と
す
る
が
、
果
た
し
て
妥
当
で
あ
ろ
う
か
。
軽
皇
子
は
姻
戚
氏
族
で
あ
る
阿
倍
氏
の
摂
津
三
島
の
所
領

に
皇
子
宮
を
営
ん
だ
が
、
そ
れ
は
同
氏
に
よ
り
管
理
・
維
持
さ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。
阿
倍
氏
と
軽
皇
子
の
緊
密
な
関
係
を
押
さ
え
得
る
が
、

こ
れ
か
ら
推
測
す
る
に
、
皇
極
朝
初
頭
に
お
い
て
阿
倍
氏
と
蘇
我
氏
本
宗
家
と
の
間
柄
が
解
消
さ
れ
て
い
な
い
の
な
ら
、
鎌
足
は
軽
に
近
付
く

こ
と
は
な
か
っ
た
と
い
え
る
の
で
は
な
い
か
。
換
言
す
れ
ば
、
阿
倍
氏
と
蘇
我
氏
と
の
関
係
に
間
隙
が
生
じ
て
い
た
が
故
に
、
鎌
足
は
軽
に
接

近
し
、
彼
お
よ
び
阿
倍
内
麻
呂
を
担
ぎ
出
す
こ
と
で
蘇
我
氏
本
宗
家
の
覆
滅
を
企
図
し
た
と
理
解
す
べ
き
で
は
な
い
か
。
【
史
料
①
】
に
よ
れ

ば
、
軽
は
皇
子
宮
に
お
い
て
「
使
下
寵
妃
阿
倍
氏
、
浄
二
掃
別
殿
一
高
二
鋪
新
藤
ハ
靡
勧
不
二
具
給
」
め
、
鎌
足
を
殊
に
敬
仰
し
た
と
い
う
。
「
寵
妃

阿
倍
氏
」
は
阿
倍
内
麻
呂
の
女
・
小
足
媛
で
間
違
い
な
く
、
畢
寛
、
阿
倍
・
蘇
我
両
者
の
親
近
な
間
柄
が
継
続
し
て
い
る
場
合
、
鎌
足
が
そ
の
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野
心
を
軽
に
漏
ら
せ
ば
、
阿
倍
氏
を
媒
介
に
し
て
蘇
我
串
本
宗
家
の
者
の
耳
に
伝
わ
る
可
能
性
は
大
で
あ
る
。
か
か
る
点
か
ら
し
て
も
、
先
の

指
摘
の
有
効
性
を
窺
い
知
る
こ
と
が
で
き
よ
う
。

　
【
史
料
⑧
】
か
ら
、
阿
倍
内
麻
呂
は
大
夫
合
議
に
お
い
て
議
長
的
役
割
を
果
た
し
て
い
た
こ
と
が
わ
か
り
、
大
夫
層
の
な
か
で
も
有
力
者
で

あ
っ
た
と
認
め
得
る
。
か
か
る
人
物
が
反
蘇
我
の
旗
幟
を
鮮
明
に
し
て
い
た
と
目
さ
れ
る
こ
と
よ
り
、
皇
極
朝
初
頭
の
政
界
に
お
け
る
同
家
の

孤
立
は
進
ん
で
い
た
と
観
取
す
る
こ
と
で
き
る
。
だ
か
ら
こ
そ
、
蘇
我
氏
本
宗
家
は
皇
極
即
位
以
降
、
専
横
な
言
動
を
繰
り
返
す
こ
と
と
な
る

　
　
　
④

の
だ
ろ
う
。
そ
れ
で
は
、
阿
倍
・
蘇
我
両
氏
の
関
係
悪
化
は
い
つ
頃
生
起
し
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
以
下
に
試
論
を
述
べ
、
本
章
を
締
め
る
こ
と

と
し
た
い
。

　
か
よ
う
な
問
題
に
対
す
る
糸
口
と
し
て
、
筆
者
は
選
管
の
百
済
大
宮
の
所
在
地
に
着
目
す
る
。
斜
明
は
御
宇
八
年
六
月
に
岡
本
宮
の
火
災
に

よ
り
田
中
宮
に
遷
御
す
る
が
、
＝
年
七
月
に
は
百
済
大
宮
・
百
済
大
寺
造
営
の
詔
を
発
し
て
い
る
。
当
該
詔
お
よ
び
関
連
史
料
を
左
に
列
挙

す
る
。

　
【
史
料
⑨
】
『
紀
』
餅
明
＝
年
七
月
条

　
　
秋
七
月
、
詔
旨
、
今
年
、
造
二
作
大
宮
及
大
耳
↓
南
町
二
百
済
商
情
｝
為
二
宮
処
崎
是
以
西
民
造
レ
宮
、
菓
民
作
レ
寺
。
便
以
二
以
下
縣
一
為
二
大

　
　
匠
過

　
【
史
料
⑩
M
『
紀
扇
野
明
＝
年
＝
耳
是
月
条

　
　
是
月
、
於
二
百
済
川
側
一
建
二
九
重
塔
幻

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

　
四
史
料
⑪
M
天
平
～
九
年
「
大
安
寺
伽
藍
縁
起
井
流
記
資
財
帳
」

　
　
侃
即
二
天
皇
位
一
十
一
年
歳
次
己
亥
春
二
月
、
於
二
百
済
川
側
ハ
子
部
社
乎
切
排
而
、
二
百
家
建
二
九
重
塔
搬
入
一
一
賜
三
百
戸
封
ハ
号
日
二
百
済

　
　
大
寺
ハ
　
（
略
）

　
右
の
三
史
料
お
よ
び
『
日
本
三
代
実
録
』
元
慶
四
年
一
〇
月
二
〇
日
庚
子
条
か
ら
、
百
済
大
宮
・
百
済
大
寺
は
百
済
川
の
畔
に
建
立
さ
れ
た
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こ
と
が
わ
か
る
。
法
隆
寺
と
斑
鳩
宮
の
位
置
関
係
に
照
ら
す
に
、
両
者
は
近
接
し
た
場
所
に
営
ま
れ
た
に
違
い
な
い
。

　
大
宮
・
大
寺
の
所
在
地
に
関
し
て
は
従
来
、
様
々
な
所
説
が
提
示
さ
れ
て
き
た
。
な
か
で
も
有
力
視
さ
れ
た
の
は
、
北
葛
城
郡
広
陵
町
歩
済

　
　
　
　
　
　
⑥
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

周
辺
に
求
め
る
説
な
い
し
は
天
香
久
山
の
西
北
一
帯
に
想
定
す
る
説
で
あ
っ
た
。
と
こ
ろ
が
、
桜
井
市
省
備
の
吉
備
池
廃
寺
の
出
現
に
よ
り
様

相
は
一
変
す
る
。
奈
良
（
国
立
）
文
化
財
研
究
所
の
一
九
九
七
年
以
来
の
継
続
的
な
発
掘
調
査
に
よ
り
、
そ
の
全
貌
は
徐
々
に
露
わ
に
さ
れ
つ

つ
あ
る
が
、
以
下
に
そ
の
成
果
を
簡
潔
に
ま
と
め
る
。
金
堂
が
東
、
塔
が
西
に
位
置
す
る
法
隆
寺
式
伽
藍
配
置
を
と
る
が
、
前
者
の
基
壇
は
東

西
約
三
七
米
、
南
北
約
二
五
米
、
高
さ
二
米
以
上
、
後
者
の
そ
れ
は
約
三
二
米
四
方
、
高
さ
約
二
・
八
米
を
計
る
。
東
西
の
回
廊
問
の
距
離
は

外
側
柱
列
間
で
約
一
五
六
米
で
あ
り
、
景
域
の
東
西
幅
は
～
八
○
米
を
超
え
る
。
北
面
圓
廊
は
未
発
見
で
あ
る
が
、
霊
域
の
南
北
幅
は
二
六
〇

米
以
上
と
推
定
さ
れ
る
。
ま
た
、
金
堂
の
南
に
そ
の
中
軸
線
か
ら
西
に
逸
れ
て
中
門
が
位
置
す
る
特
異
な
伽
藍
配
置
を
と
る
が
（
た
だ
し
、
塔

の
南
に
も
う
一
つ
中
門
が
存
す
る
再
能
性
が
高
い
）
、
中
門
の
基
壇
規
模
は
東
西
約
一
二
米
、
南
北
約
九
・
八
米
と
小
さ
く
、
そ
の
他
の
建
物
と
不

均
衡
を
呈
す
る
。
な
お
、
創
建
年
代
は
出
土
し
た
軒
瓦
か
ら
山
田
寺
の
そ
れ
で
あ
る
六
四
三
年
を
僅
か
に
遡
る
と
推
測
さ
れ
、
瓦
の
出
土
量
が

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑧

全
体
的
に
僅
少
で
あ
る
こ
と
等
か
ら
短
期
間
の
う
ち
に
他
所
へ
移
建
さ
れ
た
と
判
断
さ
れ
る
。
以
上
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑨

　
か
か
る
隔
絶
し
た
伽
藍
規
模
を
誇
る
吉
備
池
廃
寺
は
、
小
澤
毅
が
主
張
す
る
よ
う
に
百
済
大
寺
で
誤
り
な
か
ろ
う
。
ま
た
、
【
史
料
⑨
】
な

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑩

ど
に
み
え
る
百
済
川
で
あ
る
が
、
吉
備
池
廃
寺
の
す
ぐ
南
方
に
位
置
す
る
橋
本
冠
名
遺
跡
の
旧
河
道
遺
構
を
そ
れ
と
見
倣
す
所
説
も
あ
る
が
、

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑪

同
時
期
の
河
川
と
し
て
は
否
定
さ
れ
て
い
る
。
現
状
で
は
米
川
が
そ
れ
に
該
当
す
る
可
能
性
が
強
い
。
如
上
の
事
柄
を
押
さ
え
、
百
済
大
富
の

所
在
地
を
考
え
た
い
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑫

　
四
史
料
⑨
】
に
は
「
西
民
造
レ
宮
、
東
民
作
レ
寺
」
と
み
え
、
東
国
・
西
国
の
民
が
動
員
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
が
、
大
寺
が
東
に
、
大
宮
が
西

に
位
置
し
た
と
読
み
取
る
の
が
素
直
で
あ
る
。
そ
し
て
、
さ
ら
に
場
所
を
絞
り
込
む
た
め
に
は
左
の
史
料
が
重
要
と
な
る
。

　
四
史
料
⑫
扇
『
紀
瞭
箭
明
一
三
年
一
〇
月
丙
午
条

　
　
丙
午
、
殖
二
於
宮
北
過
是
謂
二
百
済
大
残
の
是
時
東
宮
開
別
丁
子
、
年
十
六
而
諌
之
。
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箭
明
は
御
宇
一
二
年
一
〇
月
に
百
済
大
宮
に
移
っ
て

後
、
僅
か
一
年
足
ら
ず
で
死
亡
す
る
に
至
る
。
残
宮
は

「
宮
北
」
に
営
ま
れ
た
と
す
る
が
、
こ
の
よ
う
な
場
所

が
選
択
さ
れ
た
の
は
な
ぜ
だ
ろ
う
か
。
こ
こ
で
、
『
紀
』

の
時
代
に
相
当
す
る
天
皇
の
殖
宮
の
設
置
場
所
を
概
観

し
た
い
（
表
を
参
照
）
。
推
古
以
降
、
南
庭
に
設
け
ら
れ

る
ケ
ー
ス
が
多
い
が
、
そ
の
所
在
を
め
ぐ
っ
て
は
定
見

　
　
⑬

が
な
く
、
分
析
対
象
と
す
る
こ
と
は
差
し
控
え
た
い
。

問
題
に
し
た
い
の
は
欽
明
・
敏
達
・
高
明
の
そ
れ
で
あ

　
　
　
　
　
　
　
⑭

る
。
敏
達
は
広
瀬
、
斉
一
は
飛
鳥
川
原
と
磧
宮
が
河
原

に
設
営
さ
れ
た
こ
と
が
知
ら
れ
る
。
一
方
、
欽
明
の
場

【
表
】

欽
明

河
内
古
市

『
紀
』
陽
明
三
二
年
五
月
条

敏
達

広
　
　
瀬

噸
紀
匝
敏
達
一
四
年
八
月
己
亥
条

推
古

南
　
　
庭

『
紀
』
　
薄
口
十
口
寛
一
一
貫
年
【
山
月
櫛
矢
旦
那
不

飾
明

宮
の
北

『
紀
幅
欝
明
一
三
年
一
〇
月
丙
午
条

孝
徳

爾
　
　
庭

『
紀
』
白
難
五
年
一
〇
月
壬
子
条

蒼
明

飛
鳥
川
原

『
紀
』
斉
明
七
年
＝
月
戊
戌
条

天
智

新
　
　
宮

開
紀
漏
天
智
｝
○
年
一
二
月
癸
酉
条

天
武

南
　
　
庭

『
紀
隔
朱
鳥
元
年
九
月
戊
申
条

　　　　　　ニ　　　　　　サ　ヒなイタぼ　くユ　　らの　の

△吉備池廃寺
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合
、
具
体
的
な
場
所
は
明
ら
か
に
で
き
な
い
が
、
河
内
古
市
（
羽
曳
野
市
古
市
付
近
）
は
石
川
西
岸
に
位
置
し
、
河
原
に
営
ま
れ
た
可
能
性
は
一

概
に
は
捨
て
切
れ
な
い
。
か
か
る
諸
事
例
、
お
よ
び
【
史
料
⑨
】
か
ら
百
済
大
宮
自
体
が
百
済
川
の
畔
に
営
ま
れ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
こ
と

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑮

よ
り
、
紆
明
の
積
宮
も
ま
た
同
処
に
設
置
さ
れ
た
と
見
倣
し
得
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
、
百
済
宮
は
百
済
川
の
南
に
位
置
し
て
い
た
こ
と
が
明
ら

か
と
な
る
。
そ
れ
で
は
、
如
上
で
挙
げ
た
諸
条
件
を
十
全
に
満
た
す
地
を
吉
備
池
廃
寺
近
辺
に
見
出
す
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
地
図

②
を
御
覧
頂
き
た
い
が
、
橿
原
市
膳
夫
町
付
近
が
そ
れ
に
見
事
に
適
合
す
る
。
こ
れ
を
も
っ
て
筆
者
は
、
橿
原
市
膳
夫
町
付
近
に
箭
明
の
王
宮

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑯

が
営
ま
れ
た
と
判
断
し
た
い
。

　
や
や
迂
遠
な
考
察
を
繰
り
広
げ
た
が
、
そ
の
成
果
を
踏
ま
え
看
過
す
べ
き
で
な
い
の
は
、
百
済
宮
が
設
置
さ
れ
た
と
目
さ
れ
る
橿
原
市
膳
夫

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑰
　
　
　
　
⑱

町
付
近
は
、
阿
倍
氏
の
同
族
で
あ
る
膳
氏
の
本
拠
地
で
あ
っ
た
の
に
加
え
、
阿
倍
氏
の
そ
れ
で
あ
る
桜
井
市
阿
部
と
も
指
呼
の
間
に
あ
る
こ
と

だ
。
『
紀
』
で
は
斜
明
朝
は
政
局
の
波
瀾
の
な
か
っ
た
比
較
的
穏
や
か
な
時
代
と
し
て
描
か
れ
て
い
る
が
、
筆
者
は
箭
明
朝
後
半
段
階
で
は
箭

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑲

明
と
蘇
我
氏
本
宗
家
と
の
関
係
は
破
綻
を
来
し
て
い
た
と
想
定
し
て
い
る
。
こ
れ
を
も
併
せ
考
え
る
に
、
百
済
宮
へ
の
遷
御
に
伴
い
斜
明
と
阿

倍
氏
と
の
緊
密
な
結
び
付
き
が
生
じ
、
逆
に
阿
倍
氏
と
蘇
我
氏
本
宗
家
と
の
間
柄
が
疎
遠
と
な
っ
た
と
推
測
で
き
る
の
で
は
な
い
か
。
勿
論
、

百
済
大
宮
・
大
寺
造
営
の
詔
が
発
せ
ら
れ
た
＝
年
七
月
以
前
に
す
で
に
直
明
と
阿
倍
氏
が
結
び
付
い
て
お
り
、
そ
の
結
果
、
同
氏
の
本
拠
地

近
辺
に
王
宮
が
誘
致
さ
れ
た
．
司
能
性
も
あ
る
が
、
あ
く
ま
で
も
想
像
の
域
を
出
る
も
の
で
は
な
い
。

①
関
晃
「
大
化
の
左
大
臣
阿
倍
内
麻
呂
に
つ
い
て
」
関
晃
著
作
集
第
二
巻
閥
大
化

　
改
新
の
研
究
　
下
魅
、
吉
川
弘
文
館
、
一
九
九
六
年
、
初
出
一
九
六
～
年
。

②
大
塚
徳
郎
・
志
嗣
諄
一
は
じ
め
に
註
③
前
掲
論
文
。

③
関
晃
門
新
稿
大
化
改
新
」
関
晃
著
作
集
第
…
巻
『
大
化
改
新
の
研
究
上
撫
、

　
士
口
慰
弘
文
館
｝
、
　
一
九
九
六
年
。

④
『
紀
㎞
皇
極
元
年
二
歳
条
、
二
年
一
〇
月
壬
子
・
戊
午
条
、
同
年
＝
月
丙
子

　
朔
条
、
三
年
＝
月
条
な
ど
を
参
照
。

⑤
『
大
日
本
古
文
書
』
二
一
六
二
五
頁
。

⑥
喜
霞
貞
吉
噸
帝
都
熱
、
喜
配
貞
吉
著
作
集
第
五
文
闘
都
城
の
研
究
隔
、
平
凡
社
、

　
一
九
七
九
年
、
初
版
一
九
三
九
年
、
平
林
章
仁
「
二
酉
天
皇
系
王
族
と
広
瀬
郡
」

　
『
七
世
紀
の
古
代
史
一
王
宮
・
ク
ラ
・
寺
院
』
、
白
水
社
、
二
〇
〇
二
年
、
初

　
出
一
九
八
七
年
、
な
ど
。

⑦
和
田
葦
「
残
の
基
礎
的
考
察
」
『
日
本
古
代
の
儀
礼
と
祭
祀
・
信
仰
』
上
、
塙

　
畑
鼠
房
、
　
一
九
九
五
年
、
初
出
一
九
六
九
年
。
薗
例
「
｝
臼
済
漏
呂
再
考
」
　
『
季
周
判
　
叩
男
田

　
香
風
撫
＝
一
、
…
九
八
四
年
。

⑧
奈
良
文
化
財
研
究
所
編
集
・
発
行
噸
大
和
吉
備
池
廃
寺
－
百
済
大
寺
跡
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一
』
、
吉
川
弘
文
館
、
二
〇
〇
三
年
。

⑨
　
小
澤
毅
「
吉
備
池
溌
寺
の
発
掘
調
査
」
『
佛
教
藝
術
噺
一
一
三
五
、
一
九
九
七
年
、

　
お
よ
び
註
⑧
前
掲
書
第
V
章
1
。

⑩
建
仁
実
知
雄
「
桜
井
市
橋
本
冠
名
（
カ
ム
リ
ナ
）
遺
跡
発
掘
調
査
概
報
」

　
噸
奈
良
県
遺
跡
調
査
概
報
隔
　
｝
九
八
四
年
度
・
第
二
分
冊
、
橿
原
考
古
学
研
究
所
。

⑪
『
奈
良
国
立
文
化
財
研
究
所
年
報
臨
｝
九
九
九
一
H
。

⑫
『
元
亨
奥
書
㎏
巻
第
二
〇
・
資
治
表
　
、
聖
明
＝
年
正
月
条
に
は
十
市
郡
民

　
を
二
分
し
、
百
済
河
の
西
の
民
を
百
済
大
宮
、
東
の
民
を
百
済
大
寺
の
造
営
に
使

　
役
し
た
と
み
え
る
。
こ
の
よ
う
な
見
解
を
主
張
す
る
先
学
も
あ
る
が
（
喜
田
貞
吉

　
註
⑥
前
掲
書
、
『
広
陵
町
史
駄
・
「
古
代
」
（
池
田
源
太
執
筆
）
、
臨
潤
書
店
、
一
九

　
九
四
年
、
初
版
一
九
六
五
年
、
塚
口
義
信
「
百
済
大
井
富
（
敏
達
天
皇
）
i
そ

　
の
所
在
地
を
探
る
一
」
『
ヤ
マ
ト
王
権
の
謎
を
と
く
』
、
学
生
社
、
　
一
九
九
三

　
年
）
、
吉
備
池
廃
寺
の
卓
越
し
た
伽
藍
規
模
に
照
ら
す
に
、
通
説
の
よ
う
に
西

　
国
・
東
国
の
民
と
認
識
す
べ
き
で
あ
ろ
う
。

⑬
禁
省
の
庭
（
和
田
葦
「
残
宮
儀
礼
の
再
分
析
一
服
属
と
儀
礼
一
扁
註
⑦
前

　
掲
書
、
初
出
一
九
八
○
年
）
、
御
所
の
庭
（
朝
廷
）
（
日
本
古
典
文
学
大
系
新
装
版

　
『
日
本
轡
紀
隔
下
・
｝
九
八
頁
・
頭
注
五
）
、
そ
れ
ら
以
外
の
地
（
吉
村
武
彦

　
「
古
代
に
お
け
る
宮
の
庭
（
皿
）
1
広
場
と
政
（
マ
ツ
リ
ゴ
ト
）
i
」
『
千
葉

　
大
学
教
養
部
研
究
報
告
撫
A
－
1
8
（
下
）
、
一
九
八
五
年
）
、
南
門
の
外
側
の
広
場

　
（
薪
編
日
本
古
典
文
学
全
集
3
沼
本
書
紀
臨
②
・
五
六
八
頁
・
頭
注
六
）
と
い

　
つ
た
諸
説
が
あ
る
。

⑭
大
和
国
広
瀬
郡
、
現
在
の
北
葛
城
郡
広
陵
町
な
い
し
は
河
合
町
河
合
付
近
に
求

　
め
る
の
が
通
説
的
理
解
で
あ
る
が
、
訳
語
田
幸
玉
宮
の
近
傍
、
現
桜
井
市
戒
重
付

　
近
に
想
定
す
る
和
韻
革
の
所
説
（
註
⑬
前
掲
論
文
）
に
従
う
。

⑮
和
田
叢
書
⑬
前
掲
論
文
。

⑯
つ
い
最
近
、
和
田
葦
は
吉
備
池
廃
寺
を
百
済
大
寺
と
推
定
し
、
百
済
大
宮
の
所

　
在
地
を
橿
原
市
膳
夫
町
近
辺
に
求
め
得
る
可
能
性
の
あ
る
こ
と
を
示
唆
し
て
い
る

　
（
『
飛
鳥
！
歴
史
と
風
土
を
歩
く
一
駄
、
岩
波
書
店
、
二
〇
〇
三
年
）
。
橿
原

　
市
四
諦
町
付
近
は
多
武
烈
領
膳
夫
庄
の
故
地
で
あ
る
が
、
膳
夫
庄
に
つ
い
て
は
永

　
正
｝
二
（
一
五
一
五
）
年
の
門
大
和
国
膳
夫
荘
差
図
」
（
西
岡
虎
之
助
編
『
B
本

　
荘
園
絵
顯
集
成
団
下
、
東
京
堂
出
版
、
一
九
七
七
年
）
が
現
在
に
伝
わ
っ
て
い
る
。

　
差
図
に
は
坪
名
が
記
載
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
の
な
か
に
「
天
王
ノ
キ
鳳
が
み
え
て

　
い
る
。
こ
の
坪
は
吉
備
池
廃
寺
の
西
方
、
橿
原
市
出
垣
内
町
の
米
川
右
岸
（
黒
田

　
池
の
南
）
に
位
置
す
る
が
（
奈
良
県
立
橿
原
考
古
学
研
究
所
編
『
大
和
国
条
黒
復

　
原
図
紬
N
O
8
2
、
奈
良
県
教
育
委
員
会
、
一
九
八
○
年
）
、
米
摺
の
流
路
の
変
化
、

　
天
王
1
1
天
皇
と
い
う
可
能
性
を
考
慮
す
れ
ば
、
百
済
大
宮
と
の
関
連
性
が
見
出
せ

　
る
か
も
し
れ
ず
、
今
後
の
調
査
・
分
析
が
必
要
と
な
ろ
う
。
な
お
、
百
済
宮
の
所

　
在
地
を
こ
の
よ
う
に
考
え
て
よ
け
れ
ば
、
横
大
路
の
存
在
と
共
に
、
中
ツ
道
と
近

　
接
す
る
点
は
興
昧
深
い
。
交
通
の
要
衝
た
る
が
故
に
同
地
が
選
択
さ
れ
た
可
能
性

　
が
あ
る
が
、
申
ツ
道
の
敷
設
時
期
な
い
し
通
過
箇
所
（
特
に
横
大
路
以
南
）
を
め

　
ぐ
っ
て
は
種
々
の
議
論
が
存
し
即
断
を
許
さ
な
い
。
こ
の
点
に
つ
い
て
も
今
後
の

　
検
討
に
委
ね
た
い
。

⑰
『
記
』
孝
元
段
、
噸
紀
州
孝
元
七
年
二
月
丁
次
条
、
蝿
新
撰
組
氏
録
匝
左
京
皇
別

　
上
・
摂
津
国
皇
別
の
高
橋
朝
臣
条
な
ど
。

⑱
狩
野
久
「
御
食
國
と
繕
氏
－
志
摩
と
若
狭
1
」
『
日
本
古
代
の
国
家
と
都

　
城
』
、
東
京
大
学
出
版
会
、
【
九
九
〇
年
、
初
買
一
九
七
〇
年
。

⑲
　
第
二
章
註
⑲
前
掲
拙
稿
を
参
照
。
こ
れ
に
関
し
て
は
別
事
で
詳
述
し
た
い
。
最

　
近
、
三
舟
隆
之
は
「
箭
明
天
皇
に
よ
る
王
権
の
強
化
策
と
そ
れ
に
蘇
我
氏
が
対
立

　
し
た
こ
と
」
が
玉
堤
の
変
の
遠
國
と
な
っ
た
と
推
測
し
て
い
る
（
「
百
済
穴
寺
の

　
造
営
と
そ
の
性
格
扁
『
目
本
歴
史
隔
六
三
九
、
二
〇
〇
｝
年
）
。
な
お
、
こ
こ
で
若

　
干
の
私
見
を
付
言
し
て
お
き
た
い
。
岡
本
富
の
火
災
後
、
洗
張
は
郎
申
宮
（
明
紀
睡

　
箭
明
八
年
六
月
条
）
・
厩
坂
宮
（
『
紀
』
野
明
一
二
年
四
月
壬
午
条
）
に
遷
御
す
る
。

　
岸
俊
男
は
両
富
と
も
蘇
我
氏
と
関
連
の
あ
る
地
に
所
在
す
る
こ
と
よ
り
、
餌
明
は

　
「
蘇
我
氏
の
庇
護
の
も
と
に
あ
っ
た
こ
と
は
明
白
で
あ
る
扁
と
指
摘
す
る
（
『
明
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B
香
村
史
撫
上
巻
・
歴
史
編
・
古
代
（
2
）
、
一
九
七
四
年
）
。
和
田
葦
も
同
様
に

理
解
し
て
い
る
が
（
「
飛
鳥
の
諸
藩
と
空
問
」
『
古
代
を
考
え
る
4
2
　
飛
鳥
古
京
の

検
討
蝕
、
一
九
八
六
年
）
、
検
討
の
余
地
は
あ
ろ
う
。
『
紀
騒
欝
明
即
位
前
職
に
は
、

推
古
崩
御
後
の
皇
位
継
承
を
め
ぐ
る
紛
争
が
仔
細
に
記
さ
れ
て
い
る
が
、
蘇
我
蝦

夷
は
田
村
皇
子
擁
立
を
志
向
し
て
い
た
こ
と
は
ま
ず
疑
え
な
い
。
と
こ
ろ
が
、
大

臣
家
で
開
催
さ
れ
た
大
夫
会
議
で
は
、
蘇
我
氏
同
族
で
あ
る
蘇
我
倉
摩
呂
（
雄

当
）
（
『
公
卿
補
任
臨
孝
徳
天
皇
条
に
よ
れ
ば
、
大
化
の
右
大
臣
・
麻
呂
の
父
）
は

「
当
時
不
レ
得
二
便
言
殉
更
思
之
後
啓
」
と
発
言
し
態
度
を
保
留
す
る
。
こ
れ
よ
り
、

蘇
我
氏
一
族
が
一
枚
岩
の
結
束
を
保
持
し
て
い
な
か
っ
た
こ
と
を
窺
い
知
る
こ
と

が
で
き
る
。
出
中
宮
は
橿
原
市
田
申
町
付
近
に
所
在
し
た
と
目
さ
れ
る
が
、
同
地

は
蘇
我
氏
同
族
の
田
中
臣
（
『
㍊
臨
孝
元
段
、
『
薪
撰
姓
氏
録
幅
右
京
皇
別
上
・
田

中
朝
臣
条
）
の
勢
力
圏
と
想
定
さ
れ
る
。
し
か
し
、
三
明
即
位
前
賢
の
記
載
を
考

慮
す
る
に
、
田
中
臣
が
こ
の
当
時
、
蘇
我
氏
本
宗
家
と
協
調
関
係
に
あ
っ
た
と
は

断
言
で
き
ま
い
。
次
に
厩
坂
富
だ
が
、
橿
原
市
大
憲
町
付
近
に
比
定
さ
れ
る
厩
坂

の
地
名
起
源
諏
は
魍
紀
即
応
神
一
五
年
八
月
丁
卯
条
に
「
百
済
王
遣
二
阿
直
蚊
一

貢
二
良
馬
二
匹
幻
即
養
二
於
軽
坂
上
厩
弔
寒
心
二
阿
直
写
贈
令
二
掌
飼
4
故
号
二
其
養
レ

馬
難
処
一
鶏
二
厩
坂
…
也
」
と
み
え
る
。
厩
に
由
来
す
る
名
称
で
あ
る
こ
と
は
確
実

で
、
朝
廷
附
属
の
官
司
た
る
馬
官
（
噸
紀
臨
推
古
元
年
四
月
己
卯
条
）
が
設
置
さ

れ
て
い
た
可
能
性
も
あ
り
、
そ
の
官
舎
を
百
済
宮
に
遷
御
す
る
ま
で
の
一
時
的
な

居
所
と
し
て
定
め
た
と
も
理
想
さ
れ
る
。
如
上
の
事
柄
は
憶
測
の
域
を
娼
る
も
の

で
は
な
い
が
、
岸
や
和
田
の
よ
う
な
解
釈
が
唯
【
無
二
の
も
の
で
な
い
こ
と
は
は

っ
き
り
と
い
え
よ
う
。
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お
　
わ
　
り
　
に

　
乙
巳
の
変
後
、
軽
が
即
位
し
、
皇
太
子
に
中
大
兄
、
左
大
臣
に
阿
倍
内
麻
呂
、
右
大
臣
に
蘇
我
倉
山
田
石
川
麻
呂
、
内
臣
に
中
臣
鎌
足
、
国

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
①

博
士
に
憎
曼
・
高
詠
玄
理
と
い
う
新
体
制
が
発
足
す
る
。
従
来
、
阿
倍
内
麻
呂
の
左
大
臣
就
任
に
関
し
て
は
、
軽
の
姻
戚
で
あ
っ
た
こ
と
が
大

き
く
作
用
し
た
と
把
握
さ
れ
て
い
る
。
も
と
よ
り
、
そ
れ
は
的
確
な
指
摘
だ
が
、
早
い
段
階
に
反
蘇
我
氏
的
立
場
を
鮮
明
に
し
た
こ
と
も
そ
の

要
因
の
な
か
に
加
え
て
然
る
べ
き
だ
ろ
う
。
さ
ら
に
、
皇
極
朝
初
頭
に
お
け
る
蘇
我
氏
本
宗
家
の
政
治
的
孤
立
を
強
調
し
た
が
、
そ
れ
は
斜
明

朝
後
半
に
ま
で
遡
る
可
能
性
が
強
い
。
『
紀
』
推
古
二
八
年
江
蘇
条
に
は
、
厩
戸
皇
子
と
蘇
我
馬
子
に
よ
る
「
天
皇
記
」
「
国
記
」
と
い
っ
た
歴

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
②

史
書
の
編
纂
が
記
さ
れ
て
い
る
が
、
別
稿
に
論
及
し
た
如
く
、
続
く
斜
明
朝
に
も
修
史
事
業
が
行
わ
れ
て
い
る
。
短
期
間
の
う
ち
に
大
が
か
り

な
二
度
の
事
業
が
実
施
さ
れ
た
こ
と
は
問
題
と
す
べ
き
で
あ
り
、
筆
者
は
、
斜
明
朝
の
修
史
の
目
的
は
、
推
古
朝
に
お
け
る
蘇
我
氏
主
導
の
歴

史
叙
述
の
否
定
に
あ
っ
た
と
考
え
て
い
る
。
そ
れ
ゆ
え
に
、
箭
明
朝
後
半
に
は
斜
明
と
蘇
我
氏
本
宗
家
と
の
対
立
が
表
面
化
し
て
お
り
、
こ
の

よ
う
な
こ
と
が
乙
巳
の
変
を
導
い
た
起
点
と
な
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
が
、
詳
細
な
分
析
は
全
て
後
日
に
期
す
る
こ
と
に
し
た
い
。



皇極朝の阿倍氏（笹川）

　
な
お
、
最
後
に
若
干
敷
忙
し
後
考
に
備
え
る
こ
と
と
す
る
。
第
二
章
で
雷
明
し
た
よ
う
に
、
摂
津
三
島
地
域
に
は
阿
倍
氏
が
居
住
し
て
い
た

痕
跡
が
窺
え
る
が
、
閑
却
す
べ
き
で
な
い
の
は
、
継
体
が
そ
こ
を
勢
力
基
盤
と
し
た
点
だ
。
『
延
喜
式
』
諸
陵
寮
で
は
継
体
の
奥
津
城
を
「
三

　
　
　
　
　
　
　
③

島
藍
野
陵
」
と
記
し
、
島
上
郡
に
所
在
し
た
と
す
る
。
継
体
陵
は
宮
内
庁
が
管
理
す
る
茨
木
市
太
田
の
太
田
茶
臼
山
古
墳
で
は
な
く
、
高
槻
市

郡
家
新
町
の
今
城
塚
古
墳
で
あ
る
と
す
る
の
が
ほ
ぼ
定
説
と
な
っ
て
い
る
。
継
体
の
前
後
の
大
王
陵
が
大
和
お
よ
び
河
内
地
域
に
所
在
す
る
こ

と
か
ら
、
そ
の
異
質
性
は
顕
著
で
あ
り
、
か
の
地
域
を
重
要
な
拠
点
と
し
た
が
故
の
所
産
と
心
え
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。

　
継
体
と
阿
倍
氏
と
の
繋
が
り
に
つ
き
幾
ば
く
か
の
示
唆
を
提
供
し
て
く
れ
る
の
が
左
の
史
料
で
あ
る
。

　
（
史
料
⑬
】
『
記
』
継
体
段

　
　
又
、
嬰
二
阿
倍
之
波
延
比
売
↓
生
御
子
、
主
屋
郎
女
。
次
、
都
夫
良
郎
女
。
次
、
阿
豆
王
。
三
主
。

　
門
史
料
⑭
】
『
紀
』
継
体
元
年
三
月
癸
酉
条

　
　
次
和
珊
臣
河
内
中
毒
一
直
媛
↓
生
二
男
二
女
殉
其
一
目
一
高
藁
蕎
皇
女
ハ
其
二
日
上
記
娘
皇
女
ハ
其
三
日
二
厚
皇
子
殉

　
両
史
料
に
み
え
る
継
体
妃
は
、
所
生
子
の
名
が
一
致
す
る
こ
と
か
ら
し
て
も
、
同
一
人
と
し
て
間
違
い
な
い
。
し
か
し
、
前
者
に
は
阿
倍
が

冠
さ
れ
、
後
者
に
は
和
理
臣
河
内
の
女
と
記
さ
れ
て
い
る
。
阿
倍
は
氏
名
な
い
し
は
地
名
（
居
所
名
）
の
可
能
性
が
指
摘
で
き
、
一
概
に
は
決

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
④

し
難
い
が
、
阿
倍
氏
と
ワ
ニ
氏
の
結
び
付
き
ば
す
で
に
説
か
れ
て
お
り
、
氏
名
と
い
う
解
釈
は
魅
力
的
で
あ
る
。
不
確
定
要
素
を
多
分
に
含
む

が
、
継
体
の
擁
立
に
阿
倍
氏
が
荷
担
し
た
可
能
性
は
考
慮
す
る
に
足
る
の
で
は
な
い
か
。
『
紀
』
に
お
け
る
阿
倍
氏
関
連
の
史
料
の
う
ち
信
を

置
き
得
る
最
初
の
も
の
は
、
阿
倍
火
（
大
）
麻
呂
臣
が
大
夫
に
就
任
し
た
と
語
る
帯
化
元
年
二
月
壬
申
確
保
で
あ
る
。
大
夫
着
任
は
継
体
擁
立

に
伴
う
政
治
的
地
位
の
上
昇
の
結
果
と
考
え
ら
れ
る
の
で
は
な
い
か
。

　
主
と
し
て
近
江
・
越
前
と
い
っ
た
畿
外
地
域
に
勢
力
基
盤
を
有
し
た
継
体
は
、
大
伴
金
村
に
よ
り
皇
位
に
擁
立
さ
れ
た
が
、
大
和
周
縁
部
を

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑤

転
々
と
し
、
二
〇
年
の
歳
月
（
一
本
に
は
七
年
）
を
経
て
磐
余
に
玉
穂
宮
を
営
ん
だ
と
さ
れ
る
。
鬼
頭
清
明
は
、
継
体
に
始
ま
る
王
統
が
磐
余

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑥

を
中
心
と
す
る
地
域
に
王
宮
を
設
置
し
た
積
極
的
要
因
と
し
て
、
大
伴
氏
が
そ
こ
を
拠
地
と
し
て
い
た
点
を
挙
げ
る
。
大
化
以
前
に
大
伴
氏
が
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磐
余
地
域
に
勢
力
を
扶
植
し
た
蓋
然
性
は
強
い
が
、
六
世
紀
前
葉
以
前
に
遡
及
す
る
と
い
う
確
証
は
な
い
。
む
し
ろ
、
磐
余
の
範
囲
内
に
阿
倍

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
⑦

氏
の
本
拠
地
が
包
摂
さ
れ
る
点
は
見
逃
す
こ
と
が
で
き
ず
、
継
体
が
磐
余
を
選
択
し
た
の
は
、
阿
倍
氏
の
助
力
の
賜
物
と
捉
え
る
余
地
が
あ
る

の
で
は
な
い
か
。

　
以
上
、
憶
測
を
重
ね
る
仕
儀
と
な
っ
た
が
、
大
方
の
御
批
判
、
御
教
示
を
頂
け
れ
ば
幸
い
で
あ
る
。

①
『
紀
騙
孝
徳
即
位
前
紀
。

②
　
第
二
章
註
⑳
前
掲
拙
稿
。

③
『
記
臨
継
体
段
に
「
三
島
之
藍
陵
」
、
『
紀
謡
継
体
二
五
年
一
二
月
庚
子
条
に

　
「
藍
野
陵
」
と
み
え
る
。

④
岸
俊
男
「
阿
倍
仲
麻
呂
と
「
み
か
さ
の
山
下
」
剛
古
代
宮
都
の
探
究
』
、
塙
轡
房
、

　
一
九
八
四
年
、
初
出
一
九
八
二
年
。
な
お
、
『
記
甑
崇
神
段
お
よ
び
魍
紀
睡
崇
神

　
…
○
年
九
月
壬
子
条
に
よ
れ
ば
、
阿
倍
氏
の
祖
・
大
慶
古
塁
と
ワ
ニ
離
の
祖
・
日

　
　
　
子
国
夫
玖
命
が
共
に
建
波
翅
安
王
の
討
伐
に
与
っ
た
と
さ
れ
る
。
か
か
る
説
話
も

　
　
　
両
者
の
結
び
付
き
を
考
え
る
上
で
重
要
と
な
ろ
う
。

　
　
⑤
欄
二
輪
継
体
二
〇
年
九
月
己
酉
条
。

　
　
⑥
鬼
頭
清
明
「
磐
余
の
諸
宮
と
そ
の
前
後
」
狩
野
久
管
掌
『
薪
版
日
本
の
古
代
⑤

　
　
　
近
畿
－
膨
、
角
川
書
店
、
一
九
九
二
年
。

　
　
⑦
糊
桜
井
市
史
』
上
巻
・
第
一
章
（
和
田
華
執
筆
）
、
一
九
八
○
年
。
鈴
木
景
二

　
　
　
　
「
東
大
寺
の
布
施
屋
」
凹
奈
良
古
代
史
論
集
隔
第
｝
巻
、
一
九
八
五
年
。

（
京
都
大
学
文
学
部
研
究
生
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　　　　　The　Abe　Clan阿倍氏during　the　Time　of　the　Court　of

　　　　　　　　　　　　　　　the　Emperor　Kogyoku皇極朝：

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　ノThe　Historical　Background　of　the　Coup　d’Etat　of　645（乙巳の変）

by

SASAKAWA　Naoki

　　This　paper　investigates　the　political　pyocesses　behind　the　coup　d’etat　of　645

through　an　analysis　of　the　activities　of　the　Abe　clan．

　　In　the　first　section，　the　differences　between　the　descriptions　of　the　actual

passage　Qf　events　in　the　coup　d’etat　of　645　in　the　Nihon　slaolei日本書紀and　the

乃s励α4θ％ル藤高家伝上aye　examined．　It　is　clear　that　the　description　of　events

in　the　IVihon　sholei　has　been　reordered　by　its　compllers，　and　that　the　description　in

the　Toshihαden　jo　of　the　withdrawal　of　Nakatomi　Kamatari中臣鎌足from　Settsu

Mishima摂津三嶋，　his　siding　with　Princes　Karu軽皇子and　Naka　Oe中大．兄，　and

the　rise　of　the　Kogyoku　court　phor　to　the　demise　of　the　house　of　Joguo二宮王家

（Prince　Shotoku）　should　be　retied　upon．

　　In　the　second　section，　1　have　examined　the　location　of　the　palace　of　Prince　Karu

軽皇子の宮as　described　in　the　Nihon　shoki　and　the　Toshileadenブ。．　It　was

located　in　Settsu　Mishnia，　as　was　the　estate　of　Kamatari，　aRd　it　may　be　surmised

that　it　was　established　with　the　support　of　the　Abe　clan　who　would　likely　have

provided　the　land　as　they　were　related　by　marriage　to　the　Prince．　As　a　result　of

the　analysis，　I　have　been　able　to　con鉦m　the　strong　co㎜ection　between　Prince

Karu　and　the　Abe　clan．

　　In　the　third　chapter，　1　have　attempted　to　focus　on　the　political　movements　of

Abeuchi　Maro阿倍内麻呂，　wh◎was　the　Minister　of　the　L醗in　the　Taika　era，　and

the　virtual　head　of　the　Abe　clan．　From　the　descyiptioRs　in　the　IVihon　shoki，

Abeuchi　Maro　was　intimately　connected　with　the　Soga　clan．　But，　on　the　basis　of

the　findings　iR　the　previous　section，　it　can　be　understood　that　the　relationship

changed　for　the　worse　in　the　early　stage　of　the　Kogyoku　court　wheR　Kamatari

approached　Prince　Karu．　Therefore，　it　has　become　clear　that　Nal〈atomi　Kamatari

did　actually　side　with　Prince　Karu，　wlto　was　closely　related　the　Abe　clan．

　　From　the　descriptioR　in　the　Nihon　sholei，　we　1〈now　that　Abeuchi　Maro　was　an

infiuelttiai　statesman　even　prior　to　the　reign　of　Emperor　Jomei野明天皇．
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Because　such　a　person　openly　opposed　the　Soga　clan，　we　can　assume　that　the

Soga　clan　was　in　political　isolation　at　the　early　stage　of　the　Kogyol〈u　court．

（139）




